




2�� �　ݴ಄ר

�� 年΄Ͳલの 1991 年 � ݄ʙ 199� 年 � גڞࡾはࢲ，݄
ࣜ会ࣾ։発ීٴ෦でআ草ࡎの։発を୲౰しました。�年൒の
୹いظ間でしたが，ҕୗݧࢼ୲౰ऀとしてوॏなݧܦをして
います。ੲをࢥいग़しながら少しॻ͔せていた͚ͩれ͹とࢥ
います。
୲౰していた࣌ظは水Ҵ༻আ草ࡎのলྗ੡ࡎ 1Ωϩཻࡎ，

ϑϩΞϒϧࡎ，ジϟϯϘࡎの։発が੝Μになった࣌ظとॏな
Γます。ༀࡎをۉҰࢄ෍するとい͏ैདྷの͔͑ߟら，লྗ੡
させる͔とい͏ίϯηϯϓトのࢄॴॲཧし೗Կに֦ہではࡎ
స׵でもあΓました。౰ࣾはジϟϯϘࡎに஫ྗしていました
が，ϓϩトλΠϓでの௅ઓで日ʑख୳Γでしたので，ݧࢼを
するたͼに՝୊があͿΓग़されるといった͡ײで，ۙ࠷のݴ
༿でい͏とΞジϟΠϧܕの研究։発ͩったとも͑ݴます。
今では౰たΓલの஫ҙ߲ࣄも，Ͳ͏い͏要ૉを੝ΓࠐΉ͔

もख୳Γでしたので，ݱ地ݧࢼの݁Ռ͔ら֦֐્ࢄ要因をந
ग़していったΑ͏にࢥいます。あるݝでジϟϯϘࡎの֦ࢄෆ
଍があΓ，ݧࢼ৔のઌ生に͓࿩を͏࢕とॲཧ࣌にബ͘૶ྨが
ग़ていた͜とがݪ因とΈられました。։発ॳ͔ظら૶ྨに対
するέΞをଵってはい͚ないと認ࣝさせられたݧܦです。ॲ
ཧ࣌の水深をͲれ͘らいにしたらޮՌが҆ఆする͔も，ଟ͘
のݱ地ݧࢼのத͔らܾめられたものです。େن໛ะ৔のۉฏ
度をྀߟするとҰ෦のබが水຅するΑ͏な深さにする必要が
あΓましたので，ݧࢼをࢭめて͘れない͔とݴΘれた͜と
もあΓました。෩がڧい日のࢄ෍ではਧ͖دせのϦスΫが૝
ఆされましたが，あるఔ度の෩であれ͹田໘水を֧፩するϝ
Ϧットもある͜とがΘ͔Γました。ϓϩトλΠϓをݱ৔に࣮
૷するためには，ݱ৔にग़向いてྑ͘࡯؍しྑ͘会࿩する͜
とがॏ要ͩったのͩとࢥいます。શ֤ࠃ地を๚໰しଓ͚た͜
とで։発をଔۀすると͖には ��౎ಓ෎ݝにߦった͜とがあ
るまでになっていました。
ジϟϯϘࡎは田Μ΅にೖらずআ草で͖るとい͏ίϯηϓト

が͘ڧ൓өされて͓Γ，։発に͓いてίϯηϓトがॏ要であ
るとい͏͜とをڭΘΓました。「ੈのためਓのためになるも
の」を։発したいとい͏のがࢲの৴条になっています。২ௐ
のܭઃࡎもίϯηϓトはಉ༷でしたが，੡ڞࡾ会と౰࣌のڠ
ํ向性なͲは少ʑҟなΓましたので，ڱ間にཱつ୲౰ऀとし

てはヒΞϦϯά，ݱ地ݧࢼ，検討会を௨͡て൘ڬΈになった
とهԱしています。ઌ日，あるํ͔ら「�� 年લ，検討会の
࣭ٙ応౴で݁ߏめͪΌͪ͘ΌなݴࣄってたΑ」とࢦఠされま
した。ࢲのهԱはఆ͔ではないのですが，࣌ޮとい͏ࣄで͓
。しԼさいڐ
࿩は少しมΘΓますが，࣮຿৔໘ではϏジωスπーϧのσ

ジλϧԽとともにาΜで͖た ��年です。ҕୗۀݧࢼ຿に関
してもαϯϓϧ発ૹ఻ථ，ܦඅਫ਼ࢉ，報告ॻ，ܾࡋॻは౰࣌
खॻ͖でした。ะ৔ࣸਅも今ではσジλϧΧϝϥでը૾を֬
認しながらた͘さΜࡱれるとࢥいますが，౰࣌はϑΟϧムΧ
ϝϥでしたのでݶられたຕ数をࡱӨし，૾ݱしたら্ख͘ࡱ
れていな͔ったなΜて͜ともΑ͘あΓました。࿈བྷखஈはݻ
ఆి࿩主ମでしたので，؍た͜とௌいた͜と࿩す͜とを಄の
தにまとめて͓͘͜とが必要でした。報告ॻも今はࡐྉをॻ
͖ग़しながら੔͑てい͘͜とがଟいΑ͏に͑ߟますが，಄の
தにあるものをҰؾにखॻ͖でॻ͖あ͛る͡ײでした。πー
ϧの発ୡとともにਓ間のߦಈもมԽして͖たのͩと࣮ײしま
す。ೖࣾ࣌に্࢘が「ত࿨ ��年୅は，஫文はి৴，ΞϙΠ
ϯトはԟ෮はが͖」とޠっていましたので͜の 6�年で৘報
఻ୡのスϐーυɾྔはִੈのײがあΓます。Ұํ，πーϧは
ਐาしましたが，ਓɾะ৔ɾ২෺に会ってݱ৔を知るとい͏
ҕୗݧࢼ୲౰ऀの本࣭は今もੲもมΘらないとࢥいます。
লྗࡎの։発はݱ地ݧࢼが͓のずとଟ͘なるため，ݧࢼ४

උをは͡めݧࢼ研究ػ関のօ༷ํの͝ྗڠແしでは੒し͑な
͔ったとࢥいます。�� 年લは৺਎ともにϋーυな日ʑͩっ
たのは࣮ࣄですが，今となってはશてྑいࢥいग़です。͝ࢦ
ಋ͝ฬᎪ，ࣤᄖܹྭいた͖ͩました֤地ݧࢼ৔のઌ生ํ，২
ௐڠ会のօ༷ํ，ࣗࣾٴͼۀքଞࣾのॾઌഐํに͜の৔を͓
आΓしてྱޚਃし্͛ます。

ݴɹɹ಄ɹɹר

ެӹஂࡒ๏ਓ೔ຊ২෺ௐઅڠڀݚࡎձ　ධٞһ
໾һߦձࣾऔక໾ઐ຿ࣥࣜגҪԽֶΞάϩࡾ
小國　浩一

δϟϯϘࡎ։ൃの͍ࢥग़
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େஈ　लه

͸͡Ίに

ミチヤナギ（Polygonum aviculare -��
TVCTQ��aviculare）はλσՊミチヤナ
ギଐのҰ年生雑草（ਤ �1，��）でશ
地ʙ温暖地ではय़ྫྷפ。に෼෍するࠃ
生ʙՆ生のҰ年生雑草として認ࣝされ
る͜とがଟいが，暖地では麦の೻छ後
͔ら発生し，ӽ年生雑草として麦作の
雑草となる。Ҏલ͔ら暖地では麦作
雑草として認知されている草छである
が，本छのΈがൟໜして໰୊となるࣄ

ྫが΄とΜͲな͘，あまΓ஫໨される
͜とはな͔った。ۙ年，ミチヤナギ
のΈが特ҟ的に࢒草するྫࣄ（ਤ ��）
がࢄ見されるΑ͏になΓ，生ݱ࢈৔͔
らの໰い߹Θせが૿͑ているঢ়گにあ
る。し͔し，ミチヤナギのߞ地雑草と
しての研究ྫࣄが΄とΜͲない͜と͔
ら，暖地麦ാでのミチヤナギの発生消
長ٴͼআ草ࡎの๷আޮՌについて検討
した。な͓本ߘは「۝भの雑草」ୈ
�� ߸にࡌܝされた「暖地ムギ作雑草
ミチヤナギの発生生態とআ草ࡎにΑる
๷আ」をߏ࠶੒したものである͜とを

ྃ͝ঝいた͖ͩたい。

ͷ֓ཁݧࢼ

はݧࢼ ��1� 年ٴͼ ��1� 年（いず
れも೻छ年）に೶研۝ߏػभԭೄ೶ۀ
研究ηϯλー（෱Ԭݝஜ後ࢢ）಺のࢼ
छ֓要はදߞ。したࢪะ৔で࣮ݧ �1
にࣔした。আ草ࡎॲཧ۠については，
��1� 年ݧࢼをද ��，��1� 年ݧࢼを
ද �� にࣔした。྆年ともに֤ॲཧ۠
の࢒草ྔ（地্෦乾෺ॏ）ٴͼແॲཧ
۠に͓͚る発生消長をௐࠪした。

ൃੜফ௕ͷಛ௃

麦作の୅ද的な޿༿雑草であるヤΤ
ムάϥの発生消長とのൺֱをਤ �� に
ࣔした。ヤΤムάϥのྦྷੵग़芽཰が
9�ˋにୡしたのは，��1� 年ݧࢼで 1
݄ �6 日，��1� 年ݧࢼで 1 ݄ � 日で
あΓ，��1� 年の΄͏が �� 日ఔ度ૣ
͔った。Ұํ，ミチヤナギのྦྷੵग़
芽཰が 9�ˋにୡしたのは，��1� 年
でݧࢼ 1 ݄ �9 日，��1� 年ݧࢼで �
݄ �日と明ら͔にヤΤムάϥとはҟな
Γ，��1� 年ݧࢼの΄͏がग़芽は؇や
͔であった。྆年の日ฏؾۉ温のਪҠ
をਤ ��，൒旬͝との߱水ྔのੵࢉ஋の
ਪҠをਤ �6 にࣔした。日ฏؾۉ温は，
��1� 年ではฏ年஋ΑΓも௿い日がଟ
͘，��1� 年ではߴい日がଟい傾向に
あった。߱水ྔについては，��1� 年
では೻छ後ݧࢼ 1͔݄ఔ度が少な͘，
年明͚͔らややଟ͔った。��1� 年ࢼ
では，೻छ後はൺֱ的ଟ͘，1݄Լݧ

暖地麦作雑草ミチヤナギの防除

図 -1　�ミチヤナギのժ⽣͑ʢࢠ༿͕ ঢ়ࣈ:
ʹల։͢Δʣਦ-1 ϝοϢψάのլਫ਼͓

ʤࢢཁ͗<࣊য়Ͷఴ֋ͤΖʥ

ਦ-2 ֋՘غのϝοϢψά
ʤ֋՘઴ͺ੼͚ʤࠪʥɾ֋՘ͤΖͳപ͚͵Ζʤӊʥʥ

図 -2　։Ֆ期のミチヤナギʢ։Ֆલ͸੺͘ʢࠨʣɼ։Ֆ͢Δͱന͘ͳΔʢӈʣʣ

図 -3　ミチヤナギ͕ൟໜͨ͠খഴാ
ਦ-� ϝοϢψά͗ൡໞͪ͢ঘശീ

ુ६໪૒ 播種໙ 土壌処理剤ઉ࿒໙ 茎葉処理剤ઉ࿒໙ ગ೷෕ਯ໙

3128໪ 22ॉ39໙ 23ॉ5໙ 3ॉ24໙ 4ॉ34໙

3129໪ 22ॉ3:໙ 22ॉ41໙ 3ॉ23໙ 5ॉ4໙

ુ६໪૒は播種໪，ᆋ໪૒ѝもѠ஛༹࿁種は͑ニシӂルカ͒҇࢞ુ，播種ᄼૡはन
࿴271ؼќ௟ࠗ41ؼの5௟ќ௟播，ય྇は߸৫，土໛れࡹѨຄپは৫҄џрјє。

表-1 試験のߠझ֕གྷ表−1　試験のߞछ֓ཁ
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表-1 試験のߠझ֕གྷ表−1　試験のߞछ֓ཁ

大段：暖地麦作雑草ミチヤナギの防除　3

旬までは少ない傾向にあった。
発生消長には発芽適温や発芽可能深

度，光好適条件，乾湿適応性等が関係
する。水田裏麦作雑草の生態につい
ては，荒井（1961）の報告が詳しい。
主に温暖地での水田裏麦作の複数の雑
草を対象に詳細に検討しているが，ミ
チヤナギは含まれていない。日本雑草
学会のホームページにある「雑草研究」
論文検索システムで検索してもヒット
せず，ミチヤナギの麦作雑草としての
生態的な知見は極めて乏しい。ミチヤ
ナギの発生消長に年次間差が認められ
た要因については，今後のさらなる生
態的な特徴の解明が必要である。

図 -4　ミチヤナギ及びヤエムグラの発⽣消⻑

図 -5　試験期間の⽇平均気温の推移 図 -6　試験期間の半旬毎の積算降⽔量の推移

播種後土壌処理剤 生育期茎葉処理剤

トリフルラリン(Tri) － 無処理

フルフェナセット･ジフルフェニカン(Flu･Dif) － 無処理

エスプロカルブ･ジフルフェニカン(Esp･Dif) － 無処理

プロスルホカルブ･リニュロン(Pro･Li) － 無処理

－ 無処理プロスルホカルブ（Pro500）

プロスルホカルブ（Pro300） － 無処理

－ チフェンスルフロンメチル(Thifen)

－ ピラフルフェンエチル(Pyra)

－ アイオキシニル(Ioxy)

プロスルホカルブ（Pro300）

プロスルホカルブ（Pro300）

プロスルホカルブ（Pro300）

プロスルホカルブ（Pro300） － ベンタゾン(Ben)

無処理 － 無処理

播種後土壌処理剤はいずれも乳剤もしくはフロアブル剤，処理薬量はプロスルホカルブޓړは登録
薬量の最大量，プロスルホカルブはPro611с౦࿁量ќ611nL021a，Pro411с౦࿁量ќ411nL021a。

表-� 201�年試験の除草剤処理区表−3　2018年試験の除草剤処理区

播種後土壌処理剤 生育期茎葉処理剤

トリフルラリン(Tri) － 無処理

フルフェナセット･ジフルフェニカン(Flu･Dif) － 無処理

エスプロカルブ･ジフルフェニカン(Esp･Dif) － 無処理

プロスルホカルブ･リニュロン(Pro･Li) － 無処理

プロスルホカルブ(Pro) － 無処理

プロスルホカルブ(Pro) － チフェンスルフロンメチル(Thifen)

プロスルホカルブ(Pro) － ピラフルフェンエチル(Pyra)

プロスルホカルブ(Pro) － アイオキシニル(Ioxy)

プロスルホカルブ(Pro) － ベンタゾン(Ben)

無処理 － 無処理

播種後土壌処理剤はいずれも乳剤もしくはフロアブル剤，処理薬量はいずれの薬剤も登録薬量の最大量。
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プロスルホカルブ(Pro) － チフェンスルフロンメチル(Thifen)

プロスルホカルブ(Pro) － ピラフルフェンエチル(Pyra)

プロスルホカルブ(Pro) － アイオキシニル(Ioxy)

プロスルホカルブ(Pro) － ベンタゾン(Ben)

無処理 － 無処理

播種後土壌処理剤はいずれも乳剤もしくはフロアブル剤，処理薬量はいずれの薬剤も登録薬量の最大量。

表-2 2017年試験の除草剤処理区
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除草剤による防除効果

��1� 年ݧࢼの࢒草ྔをਤ �� にࣔ
した。೻छ後౔৕ॲཧࡎのޮՌは，ト
ϦϑϧϥϦϯでヤΤムάϥの雑草が認
められたものの，いずれのॲཧ۠に͓
いても࢒草ྔは少な͔った。ミチヤナ
ギの࢒草ྔは，ແॲཧ۠とൺ΂るとい
ずれの౔৕ॲཧࡎも少な͔ったが，ϓ
ϩスϧホΧϧϒٴͼϑϧϑΣナηッ
トɾジϑϧϑΣχΧϯでややଟい傾向
が認められた。生ҭܪظ༿ॲཧࡎのミ
チヤナギに対するޮՌは，チϑΣϯス
ϧϑϩϯϝチϧ，ϐϥϑϧϑΣϯΤチ
ϧ，ΞΠΦΩシχϧでは࢒草が΄とΜ
Ͳ認められな͔ったものの，ϕϯλκ
ϯでは࢒草が認められた。

��1� 年ݧࢼの࢒草ྔをਤ �� にࣔ
した。��1� 年ݧࢼとൺ΂ると雑草の
発生ྔがଟ͘，特にヤΤムάϥの発生
ྔがଟい条件でのݧࢼであった。いず
れの೻छ後౔৕ॲཧࡎも ��1� 年ݧࢼ
にൺ΂るとআ草ޮՌは௿͘，ヤΤムά
ϥ͚ͩでな͘ミチヤナギを含Ήͦのଞ
の雑草も࢒草が認められた。ミチヤナ
ギの࢒草ྔはϓϩスϧホΧϧϒٴͼϓ
ϩスϧホΧϧϒɾϦχϡϩϯでଟ͘，

トϦϑϧϥϦϯで少な͔った。��1�
年ݧࢼで࠷も࢒草ྔが少な͔ったΤス
ϓϩΧϧϒɾジϑϧϑΣχΧϯはϑϧ
ϑΣナηットɾジϑϧϑΣχΧϯとಉ
ఔ度の࢒草ྔであった。ແॲཧ۠が౔
৕ॲཧ۠ࡎΑΓも少な͔ったのは，ແ
ॲཧ۠のヤΤムάϥの࢒草ྔがଟ͘，
雑草間のڝ߹にΑるものと͑ߟられ
た。生ҭܪظ༿ॲཧࡎのミチヤナギに
対するޮՌは，��1� 年ݧࢼとಉ༷に

図 -7　2017年試験ʹ͓͚Δ࢒草量
෺ॏס草量͸஍্෦࢒˞　

図 -8　2018年試験ʹ͓͚Δ࢒草量
෺ॏס草量͸஍্෦࢒˞　

3128໪ુ६ 3129໪ુ६

(3ॉ24໙) (3ॉ23໙)

最大葉ᆽ 3～� 5～6

န࣎葉ᆽ 2～3 5～6

န࣎葉ᆽは21ॽളのန࣎ඐ

茎葉処理剤処理૑

表-� ܬཁ処理剤処理࣎のϝοϢψάのཁྺ表−4　ܪ༿処理剤処理࣌のミチヤナギの༿ྸ
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ϕϯλκϯのޮՌがଞのܪ༿ॲཧࡎに
ൺ΂て௿͔った。また，��1� 年ݧࢼ
にൺ΂ていずれのܪ༿ॲཧࡎもޮՌが
௿͔ったが，ද �� にࣔすΑ͏にॲཧ
࣌のミチヤナギの༿ྸがਐΜでいた͜
とにى因していると͑ߟられる。
Ҏ্のΑ͏に，�͔年の݁ݧࢼՌ͔ら

ミチヤナギに対するআ草ޮՌにはআ草
間差が認められた。೻छ後౔৕ॲཧࡎ
，ではϓϩスϧホΧϧϒのޮՌが௿͘ࡎ
トϦϑϧϥϦϯのޮՌが͔ߴった。޿
༿雑草にޮՌがߴいとされるϦχϡϩ
ϯやジϑϧϑΣχΧϯが഑߹されたআ
草ࡎについては，আ草ޮՌに年次間差
が認められた。͜れらのআ草੒෼に対
するミチヤナギの൓応の詳細は明֬で
はな͘，またࠞ߹ࡎである͜と͔ら年
次間差の要因については൑વとしない。
トϦϑϧϥϦϯのޮՌはൺֱ的҆ఆ

して͔ߴったが，暖地の水田裏麦作で

は主要ΠωՊ雑草であるスζϝϊテッ
ϙ΢について఍߅性όΠΦλΠϓが֬
認されて͓Γ，೻छ後౔৕ॲཧࡎとし
てのトϦϑϧϥϦϯのར༻は少な͘
なっている。఍߅性スζϝϊテッϙ΢
対ࡦとして，ϓϩスϧホΧϧϒ等の৽
ではϑϧࡏݱ，が։発されࡎআ草ن
ϑΣナηットɾジϑϧϑΣχΧϯの࢖
༻が૿͑ている。ϑϧϑΣナηットɾ
ジϑϧϑΣχΧϯはスζϝϊテッϙ΢
を含ΉΠωՊ雑草にޮՌが͘ߴ，෯޿
い޿༿雑草にもߴいআ草ޮՌをࣔす
が，ミチヤナギに対しては �͔年と
も࢒草が認められた。ۙ年，ミチヤナ
ギが特ҟ的に࢒草するะ৔がࢄ見され
るが，࢒草ะ৔ではϑϧϑΣナηッ
トɾジϑϧϑΣχΧϯを࿈年࢖༻して
͓Γ，本ݧࢼの݁Ռとໃ६しない。
౔৕ॲཧࡎでの๷আがෆे෼ͩった

৔߹には生ҭظにܪ༿ॲཧࡎで๷আす

る必要がある。ϕϯλκϯはλσՊ雑
草に対してআ草ޮՌがߴいとされる
が，ミチヤナギに対してはଞのܪ༿ॲ
ཧࡎにൺ΂てআ草ޮՌが௿͔った͜と
͔ら，࢖༻するআ草ࡎには஫ҙが必要
である。また，ܪ༿ॲཧࡎॲཧ࣌の
ミチヤナギの༿ྸにも஫ҙが必要で
ある。ॲཧ࣌の࠷େ༿ྸが �ʙ � ༿
の ��1� 年ݧࢼではߴいআ草ޮՌが認
められたが，࠷େ༿ྸが �ʙ 6 ༿の
��1� 年ݧࢼでは࢒草が認められた。
雑草の༿ྸਐలはؾ温のӨڹを͏͘ڧ
͚る͜と͔ら，暖ౙ年ではૣめのॲཧ
を৺ֻ͚る必要がある。

Ҿ༻จݙ
荒井ਖ਼༤�1961��水田裏作雑草の生態学的研究��
関౦౦ࢁ೶ݧࢼۀ৔研究報告�19
1�1���

ήーテの୅ද作である長ฤٔۂ「ϑΝ΢スト」。ͦのதに͜
Μな͓࿩がある。
ੲʑあると͜ΖにԦ༷がいた。ͦのԦ༷はେ͖な೸をࣂって

いた。あた͔もࣗ෼が生ませたࢠͲものΑ͏に可Ѫがっていた。
あるཱ࣌࢓԰をݺΜで，͜の೸のए఼がঌすΑ͏な্ணとず

΅Μをཱ࢓てるΑ͏に໋ྩした。໋が੯し͚れ͹ず΅Μに᧣が
で͖ないΑ͏に，と。Ϗϩーυやݜでཱ࢓てられた͜の෰を೸
のए఼は͏ま͘ண͜なし఼ٶதをᮣาした。͜のཱ࢓ԼΖしの
্ணにはඥがついてेࣈষもԼ͛られていた。まもな͘ए఼は
େਉをݴい෇͔Γେ͖な܄ষもͿらԼ͛，೸のܑఋたͪもͦれ
ཱͦ͜೿な໾につ͖，Ұ଒ଗって఼ٶをͧΖͧΖาいた。
ୡ׭するঁ͑࢓ਓをॳめ͓൲༷や්͓و，׭෢，׭の文఼ٶ

でも，ࢀ಺すれ͹೸のେਉにࣔࢦされた。೸たͪにͪͪࢗ͘͘
されたΓᴩられたΓしてもͦれを཈͑て΀つΓと௵したΓࢗさ

れたと͜ΖをૡいたΓしてはい͚ない，と。
ͦの೸たͪがٳΉ࣌，৸ࣨのఱ֖෇͖のϕッυのதに྘৭し

たখさな༿っͺが �ຕ͓͔れていた。೸たͪは͜のখさな༿
の間にજΓࠐΜで຾っていた，とい͏͜とである。͜の༿がϊ
ミϊϑスϚの༿である。
ϊミϊϑスϚはナσシίՊϋίϕଐのҰ年草ʙӽ年草。શࠃ

の໺ݪやാ，田Μ΅のܣなͲに生͑，やや湿ったॴでΑ͘生ҭ
する。ܪは૓生しߴさは 1�DN͔ら ��DN，やや্ཱͪがΓな
がら෼ࢬする。य़͔らॳՆに͔͚て௚ܘ �ʙ 1�NNのനいՖ
をつ͚る。Ֆหは �ຕであるがࠜۙ͘ݩまで深྾して 1�ຕに
見͑る。ฑのない対生の༿は長ପԁܗで，ܪのઌでは対生の༿
がܪを๊͘Α͏に向͖߹͏。͜の間ͩと「೸」も৸やす͔Ζ͏
と「೸のᦵ」と໊がついた。
「ᦵ」とは৸ると͖に͏࢖໷۩の͜とを͏ݴ。

ʢެࡒʣ೔ຊ২෺ௐઅڠڀݚࡎձ
ฌݧࢼݿ஍　ਢ౻　݈Ұ೸のᦵʢϊミϊϑεϚʣాാの草

͙͘͞͞
छ



25��　২ௐ　Vol.56, No.9　(2022)

೶ߏػݚ　੢೔ຊ೶ڀݚۀηϯλʔ
தؒࢁӦ೶ྖڀݚҬ

౻ຊ　׮

͸͡Ίに

乾田௚೻࠿ഓのී্ٴの՝୊として
雑草๷আが͛ڍられて͖た。͜れは，
લճのීٴのϐーΫであった໿��年
લ͔ら今もมΘっていない。し͔し，
ੲとҧって今は，Ϩーβーۉฏػを༻
いてะ৔は೻छલにۉฏに্͛࢓られ，
আ草ࡎをۉҰࢄ෍するϒームスϓϨー
ヤもීٴしている。બ୒性ܪ༿ॲཧࡎ
もϩーテーシϣϯをྀߟで͖る΄Ͳબ
୒ࢶは૿͑て͖た。͜のΑ͏にج൫が
੔って͖たڥ؀にあってもまͩ，雑草
まΈれとなった௚೻ะ৔は࣮ݱに見͔
͚る（ਤ �1）。͜のะ৔の生ऀ࢈がআ
草ࡎをやらな͔ったΘ͚ではない。ච
ऀは͜͏なるݪ因のҰ൪はࢄ෍するλ
Πミϯάͩと͏ࢥ。し͔し，আ草ࡎの
適ࢄظ෍はͲのϚχϡΞϧを見てもڧ
ௐされている。ではなͥいつまでもࣦ
ഊྫࣄがな͘ならないの͔。雑草๷আ
のΧギをѲる͜のλΠミϯά，すなΘ
ͪআ草ࡎにظ࣌༺࢖としてࡌهされて
いるϊϏΤ༿ྸ，͜れが࣮ݱにはݱ৔
で֬認ࠔ೉である͜とが໰୊なのでは
ない͔。චऀらは͜のΑ͏に͑ߟ，乾
田௚೻ะ৔に͓͚るϊϏΤ༿ྸਪఆࣜ

の作੒とͦのਪఆࣜを生ऀ࢈が؆ศに
ར༻で͖るπーϧの։発，いΘ͹ϊϏ
Τ༿ྸの見͑るԽにऔΓ૊Μͩ。
な͓，本研究では後ड़するϊϏΤ๷

আࢧԉシステムを含め，೻छ後Πωग़
芽લにඇબ୒性ܪ༿ॲཧࡎをॲཧし，
ͦの後બ୒性ܪ༿ॲཧࡎを༻いるআ
草ࡎମܥ（ਤ ��）を対象としている。
౔৕ॲཧࡎを༻いた৔߹のϊϏΤ༿ྸ
ਪఆは཈草ظ間がਪఆで͖ないため対
象֎とする。また，本研究でௐࠪした
ะ৔にはϊϏΤとして૯শされるλΠ
ψϏΤ，ΠψϏΤ，ヒϝλΠψϏΤ，
ヒϝΠψϏΤの಺数छྨがࠞ生した
が，༿ྸௐࠪ࣌にਖ਼֬に൑ผする͜と
はで͖な͔ったため，ϊϏΤとしてҰ
ׅしてѻった。

௚೻に͓͚るϊϏΤ༿ྸాס
ਪఆͷඞཁੑ

乾田௚೻࠿ഓに͓͚るআ草ମܥでは
乾田ظ間に༻いるܪ༿ॲཧࡎがத৺で

ある（ਤ ��）。౔৕ॲཧࡎとはҟなΓ
࠷෍ճ数を必要ࢄ，性はないためޮ࢒
খݶとするためにはظ࣌༺࢖の൩ۙݶ
͘でࢄ෍する必要がある。બ୒性ܪ༿
ॲཧࡎのظ࣌༺࢖の൩ݶは「ʙϊϏΤ
�༿ظ」のΑ͏にϊϏΤの༿ྸでࣔさ
れている。͜ ͜での༿ྸは࠷େ༿ （ྸ౰
֘ะ৔಺で࠷も生ҭのਐΜͩݸମの༿
ྸ）である。࣮ࡍに࠷େ༿ྸを֬認す
るためにはะ৔಺を۾な͘า͖まΘっ
てௐ΂る必要がある。本研究に͓いて
චऀもଟ数のะ৔で࠷େ༿ྸをௐࠪし
たが，૬౰な࣌間を要し，また，Πω
やͦのଞΠωՊ雑草のத͔らϊϏΤを
ॠ࣌に見෼͚る׳れも要る。͜の֬認
作ۀは乾田௚೻をେ໘ੵで࣮ࢪしてい
る生ݱ࢈৔に͓いて࣮ݱ的にはࠔ೉で
はない͔。͜のため，य़作ۀのൟ๩ظ
にあって，「ྡがࢄ෍した」，「雑草が
໨ཱって͖た」等，֮ײ的な൑அにな
Γがͪである。生ऀ࢈が適ࢄظ෍をࠔ
೉な࣮͘ࢪで͖るΑ͏にするためには
ϊϏΤ༿ྸਪఆが必要と͑ߟる。

தࠃ地ํのాס௚೻࠿ഓʹ͓͚Δ
除草ࡎదࢄظ෍のͨΊのϊϏΤ༿ྸ
のਪఆ

図 -1　�ϊϏエ͕ଟ量ʹ࢒草ͨ͠ాס௚೻ะ৔

図-㻝 ノビエ䛜ከ㔞䛻ṧⲡ䛧䛯乾田直播ᅡሙ

図-2 乾田直播栽培の春の作業工程例とノビエ防除支援システムの対象作業
注）農研機構2022より引用。

図 ۀ࡞ԉγεςムのର৅ࢧఔྫͱϊϏエ๷除޻ۀ࡞ഓのय़の࠿௚೻ాס　2-
஫ʣ೶2022ߏػݚΑΓҾ༻ɻ
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草ࡎମܥ（ਤ ��）を対象としている。
౔৕ॲཧࡎを༻いた৔߹のϊϏΤ༿ྸ
ਪఆは཈草ظ間がਪఆで͖ないため対
象֎とする。また，本研究でௐࠪした
ะ৔にはϊϏΤとして૯শされるλΠ
ψϏΤ，ΠψϏΤ，ヒϝλΠψϏΤ，
ヒϝΠψϏΤの಺数छྨがࠞ生した
が，༿ྸௐࠪ࣌にਖ਼֬に൑ผする͜と
はで͖な͔ったため，ϊϏΤとしてҰ
ׅしてѻった。

௚೻に͓͚るϊϏΤ༿ྸాס
ਪఆͷඞཁੑ

乾田௚೻࠿ഓに͓͚るআ草ମܥでは
乾田ظ間に༻いるܪ༿ॲཧࡎがத৺で

ある（ਤ ��）。౔৕ॲཧࡎとはҟなΓ
࠷෍ճ数を必要ࢄ，性はないためޮ࢒
খݶとするためにはظ࣌༺࢖の൩ۙݶ
͘でࢄ෍する必要がある。બ୒性ܪ༿
ॲཧࡎのظ࣌༺࢖の൩ݶは「ʙϊϏΤ
�༿ظ」のΑ͏にϊϏΤの༿ྸでࣔさ
れている。͜ ͜での༿ྸは࠷େ༿ （ྸ౰
֘ะ৔಺で࠷も生ҭのਐΜͩݸମの༿
ྸ）である。࣮ࡍに࠷େ༿ྸを֬認す
るためにはะ৔಺を۾な͘า͖まΘっ
てௐ΂る必要がある。本研究に͓いて
චऀもଟ数のะ৔で࠷େ༿ྸをௐࠪし
たが，૬౰な࣌間を要し，また，Πω
やͦのଞΠωՊ雑草のத͔らϊϏΤを
ॠ࣌に見෼͚る׳れも要る。͜の֬認
作ۀは乾田௚೻をେ໘ੵで࣮ࢪしてい
る生ݱ࢈৔に͓いて࣮ݱ的にはࠔ೉で
はない͔。͜のため，य़作ۀのൟ๩ظ
にあって，「ྡがࢄ෍した」，「雑草が
໨ཱって͖た」等，֮ײ的な൑அにな
Γがͪである。生ऀ࢈が適ࢄظ෍をࠔ
೉な࣮͘ࢪで͖るΑ͏にするためには
ϊϏΤ༿ྸਪఆが必要と͑ߟる。

தࠃ地ํのాס௚೻࠿ഓʹ͓͚Δ
除草ࡎదࢄظ෍のͨΊのϊϏΤ༿ྸ
のਪఆ

図 -1　�ϊϏエ͕ଟ量ʹ࢒草ͨ͠ాס௚೻ะ৔

図-㻝 ノビエ䛜ከ㔞䛻ṧⲡ䛧䛯乾田直播ᅡሙ

図-2 乾田直播栽培の春の作業工程例とノビエ防除支援システムの対象作業
注）農研機構2022より引用。

図 ۀ࡞ԉγεςムのର৅ࢧఔྫͱϊϏエ๷除޻ۀ࡞ഓのय़の࠿௚೻ాס　2-
஫ʣ೶2022ߏػݚΑΓҾ༻ɻ

౻ຊ：தࠃ地ํのాס௚೻࠿ഓʹ͓͚Δ除草ࡎదࢄظ෍のͨΊのϊϏΤ༿ྸのਪఆ　�

ଟ༷ͳ৚݅に͋るాס௚೻

ϊϏΤ༿ྸਪఆのط報はଟ͘，ͦれ
らを໢ཏした૯આ（৿田���16）があ
る。たͩし，ଟ͘はҠ২࠿ഓに͓͚る
報告である。乾田௚೻での報告も঺հ
されているが，ϙットݧࢼやݶられた
地Ҭに͓͚るௐࠪにΑるものであΓ，
ਪఆࣜを乾田௚೻ะ৔でҰൠ的にར༻
するためにはط報のΈではෆे෼であ
る。ݱঢ়では乾田௚೻にऔΓ૊Ή生࢈
ऀはҰ෦地Ҭをআいてࡏࢄして͓Γ，
また，水རߦ׳にറられないため೻छ
可能࣌ظは෯͘޿，೻छલの೻छচͮ
͘Γのํ๏や೻छػ等もଟ༷である。
͜のΑ͏にҰ༷ではない乾田௚೻に͓
͚るਪఆࣜ作੒にあたっては，৔ॴ，
೻छ࣌ظ，作ۀମܥ等をଟ༷な条件Լ
で検ূして͓͘必要がある。本研究で
は͜の఺にཹҙし，৔಺ะ৔（޿ౡݝ
෱ࢢࢁ）に͓͚る詳細な作ظҠಈݧࢼ
のσーλにՃ͑て，11，ݝ� 地۠，�
生࢈๏ਓの乾田௚೻ะ৔のσーλを༻
いてਪఆࣜの作੒にऔΓ૊Μͩ（ද
�1）。

఺ͱͰى఺ͱ除草剤ىىߞ
ҟͳる༿ྸਐల

乾田௚೻に͓͚るϊϏΤ༿ྸਐలの
特徴が本研究を௨͡て 1つ明ら͔に
なった。ͦれは，ϊϏΤをىߞにΑΓ
したࡴރにΑΓࡎした৔߹とআ草ࡴރ
৔߹とではͦの後発生するϊϏΤの༿
ྸਐలがҟなる͜とである。༿ྸਪఆ
のੵظࢉ間の։࢝，すなΘͪ౰֘ะ৔

に͓いてط発生のϊϏΤをࡴރし，༿
ྸਪఆ対象となるϊϏΤが৽たに生ҭ
を࢝めるى఺となるࣄ༝は，Ҡ২࠿ഓ
では২͑୅である。Ұํ，আ草ࡎを複
数ճ༻いる乾田௚೻では，ᶃ೻छ࣌ま
たは೻छ௚લのىߞ，ᶄআ草ࢄࡎ෍の
�௨Γのى఺ࣄ༝がある。྆ऀを෼͚
て༗ޮੵࢉ温度と࣮ଌ༿ྸの関係をϓ
ϩットしてΈると෼෍は明ら͔にҟ
なった（ਤ ��）。චऀらはऔ૊౰ॳ，
྆ऀにҧいがあるとはࢥΘず，まず৔
಺ะ৔で作ظҠಈݧࢼ（ىىߞ఺）に
ΑΓ༿ྸਪఆࣜを作੒し，Ԭࢢࢁのݱ
地（আ草ىࡎ఺）でͦのਪఆࣜの適߹
性を検ূしたと͜Ζ，࣮ଌ༿ྸがਪ
ఆ༿ྸを 1༿Ҏ্্ճるΑ͏にはず
れ，࢖い෺にならな͔った。ͦのݪ因
を͑ߟるதでى఺ࣄ༝のӨڹがٙΘれ
た。ͦ͜で，Πωग़芽௚લに，۠の൒

図 -3　༗ޮ積算温౓ͱ࣮ଌ༿ྸの͔ؔ܎Β࡞੒ͨ͠ϊϏエ༿ྸ推ఆࣜ
஫ʣ�౻ຊΒ 2022ΑΓҰ෦վมͯ͠Ҿ༻ɻىىߞ఺ɼ除草剤ى఺ผʹճࣜؼ
ΑΓ࣮ଌ༿ྸ͕େ͖͍σʔλのΈʢృΓͭͿ͠のγϯϘϧʣΛ推ఆࣜ࡞
੒ʹ༻͍ɼ͜ΕΒのσʔλʹΑΔճࣜؼʢ図தのࣜʣΛ推ఆࣜͱͨ͠ɻ

図-㻟 ᭷ຠ✚⟬ ᗘとᐇ ⴥ㱋の㛵ಀ䛛䜙作ᡂ䛧䛯ノビエⴥ㱋᥎ᐃᘧ
注）⸨ᮏ䜙 2022より୍㒊ᨵኚ䛧䛶引用。⪔㉳㉳Ⅼ䠈除ⲡ๣㉳Ⅼู䛻ᅇᖐᘧよりᐇ ⴥ
㱋䛜኱䛝䛔䝕䞊䝍の䜏䠄ሬり䛴䜆䛧のシ䞁䝪䝹）䜢᥎ᐃᘧ作ᡂ䛻用䛔䠈䛣䜜䜙の䝕䞊䝍
䛻よ䜛ᅇᖐᘧ䠄図୰のᘧ）䜢᥎ᐃᘧと䛧䛯。

⾲-㻝䚷ノビエⴥ㱋᥎ᐃᘧの᳨ウ䛻用䛔䛯䝕䞊䝍䛻㛵䛩䜛᝟ሗ

ૉᄢ฿ࡎ ໪૒ ௙୹ ඒࣥ ྯ৹!n 播種ࡀ 播種໙ ෕ਯ໙ Һ̷タి

ࡎৣ 3126 ৄ๦ॢ࿶આધ ౧ఇ෦ 3 Ü±ÁÙ± 5025.7023 5035.7037 458

ࡎৣ 3127 ৄ๦ॢ࿶આધ ౧ఇ෦ 3 Ü±ÁÙ± 5022.7021 5032.7038 36:

ࡎৣ 3127 ܱઆॢܱઆધ ౧大૎ 2.4 ୓૥ËÜ±½±Áß± 6032.704 6042.7032 3:

ࡎৣ 3128 ܱઆॢܱઆધ ౧大૎ 2.4 ୓૥ËÜ±½±Áß± 6026.6039 6034.706 22

ࡎৣ 3128 ܱઆॢܱઆધ ຀ใ 1.3 ¹ßÛ±ÞÅßÙÚ 506 5031 5

ࡎৣ 3129 ৄ๦ॢ࿶આધ ౧ఇ෦ 3 Ü±ÁÙ±½±Áß± 3039.6036 5031.7037 3:

ࡎৣ 312: ܱઆॢܱઆધ ࿦ಗ-౧ધ 3 Ü±ÁÙ±½±Áß± 6022-!6025 6032 5

ࡎৣ 312: ৄ๦ॢ࿶આધ ౧ఇ෦ 3 Ü±ÁÙ±½±Áß± 505 5034 2

େल฿ࡎࡎৣ!! 6ඒࣥ 1.4 4ၒૡ 3039.704 5031.7038 795

஋೷剤 3128 ܱઆॢܱઆધ ຀ใ 1.3 ¹ßÛ±ÞÅßÙÚ 506 6023-!603: 9

஋೷剤 3128 ܱઆॢܱઆધ ࿦ಗ 3 Ü±ÁÙ±½±Áß± 604 6042 6

஋೷剤 3128 ৄ๦ॢ࿶આધ ౧ఇ෦ 3 Ü±ÁÙ±½±Áß± 402-!404 6021 5

஋೷剤 3129 ৄ๦ॢ࿶આધ ౧ఇ෦ 3 Ü±ÁÙ±½±Áß± 3039.6036 5031.7037 46

஋೷剤 312: ܱઆॢܱઆધ ࿦ಗ-౧ધ-຀੟ 1.3 Ü±ÁÙ±½±Áß± 6022.6026 6041-!706 23

஋೷剤 312: ৄ๦ॢ࿶આધ ౧ఇ෦ 3 W৙ෟ播ࡀ 505-!50: 60:-!6034 6

஋೷剤 312: ොଙॢཅຉා एݍ 61-!81 ୓૥ËÜ±½±Áß± 5035-!5036 6039 21

஋೷剤 3131 ৄ๦ॢ࿶આધ ౧ఇ෦ 3 W৙ෟ播ࡀ 4041-!4042 6023 6

஋೷剤 3131 ৄ๦ॢ్ᅔා ใബ-୔۱ 471-!481 ¹ßÛ±ÞÅßÙÚണ 4036-!507 6035 4

஋೷剤 3131 ܱઆॢྗ੣ધ ใ-གྷܵڕ 81-!211 ¹ßÛ±ÞÅßÙÚണ 50:-!5022 6037 4

஋೷剤 3131 ොଙॢཅຉා एݍ 61-!81 ୓૥ËÜ±½±Áß± 6026 709-!70: 4

஋೷剤 3131 ܱઆॢܱઆધ
࿦ಗ-౧ધ-຀੟-
຀ใ-࣢ᯋ

1.3 Ü±ÁÙ±½±Áß± 5041.608 6032.6038 23

!!஋೷剤ࡎ฿େल 22ඒࣥ 1.481 5ၒૡ 3039.6036 5031.7037 216

಻Һ̷タେल 23ඒࣥ 1.481 5ၒૡ 3039.704 5031.7038 89:

表 -1　ϊϏエ༿ྸ推ఆࣜのݕ౼ʹ༻͍ͨσʔλʹؔ͢Δ৘ใ
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෼をىߞ，൒෼をඇબ୒性আ草ࡎにΑ
Γط発生ϊϏΤをࡴރし，ͦの後の࠷
େ༿ྸをௐࠪしたと͜Ζ，྆ऀに明ら
͔なҧいを認めた。ಉ͡༗ޮੵࢉ温度
ではىىߞ఺ΑΓもআ草ىࡎ఺の࠷େ
༿ྸがେ͖͔ったのである。も͏Ұา
詳し͘આ明すると，྆ऀのճࣜؼの傾
͖，すなΘͪ༿ྸਐల଎度は΄΅ಉ͡
ͩが，ճࣜؼのఆ数߲，すなΘͪϊϏ
Τのग़芽࣌ظにҧいがあった。֓Ͷ �
ʙ � 日，আ草ىࡎ఺がىىߞ఺ΑΓ
もग़芽がૣ͔った。͜れは，ܪ༿ॲཧ
෍࣌にࢄ，఺ではىࡎを༻いるআ草ࡎ
ग़芽しているݸମのΈをࡴރし，౔த
の発芽ݸମはࡴރしないのに対して，
さىߞ఺ではະग़芽であってもىىߞ
れる౔૚に含まれる発芽ݸମはࡴރさ
れるため生͡るҧいと͑ߟられる。

ϊϏΤ༿ྸਪఆࣜͷ࡞੒

ϊϏΤ༿ྸਪఆࣜの作੒（౻本ら�
����）をҎԼのΑ͏にߦった。ᶃ্
ड़したΑ͏にى఺ࣄ༝（ىىߞ఺，আ
草ىࡎ఺）にΑΓ༿ྸਐలがҟなるの
で྆ऀを෼͚る，ᶄؾ温σーλとして
೶研ߏػϝッシϡ೶ؾۀ象σーλの日
ฏؾۉ温を༻いる。ϝッシϡ೶ؾۀ象
σーλは 1�LNϝッシϡでσーλがఏ
長࠷，৽されて͓Γߋされ，ຖ日ڙ
�6 日ઌまでの༧報஋がఏڙされてい
る，ᶅ༗ޮੵࢉ温度ࢉܭのため日ฏۉ

আするҰఆの஋はܾఆ係数߇温͔らؾ
が࠷େであった�ˆとする，ᶆ温度は
ϊϏΤの༿ྸਐలに࠷も͘ڧӨڹする
象要因であるが，ϊϏΤ生ҭが஗Ԇؾ
する温度Ҏ֎の要因もଟい͜とをྀߟ
し，ௐࠪσーλの಺，ճؼઢҎ্のσー
λのΈを༿ྸਪఆࣜ作੒のために༻い
た（ਤ ��）。͜のΑ͏に作੒したϊϏΤ
༿ྸਪఆࣜ（ىىߞ఺ɿ͈ʹ����1�º
Є 	5��
 ʵ ���6�1，আ草ىࡎ఺ɿ͈ʹ
������ºЄ 	5��
 ʴ ������ɽ͈ɿਪఆ
༿ྸ，̩ɿ日ฏؾۉ温，Є 	5��
ɿ߇আ
஋を�ˆとする༗ޮੵࢉ温度）をط報
のਪఆࣜとൺֱしたと͜Ζ，ىىߞ఺
のਪఆࣜはҠ২࠿ഓの২͑୅ى఺のਪ
ఆࣜとあるఔ度͔ۙったが，আ草ىࡎ
఺のਪఆࣜはͦれらΑΓ༿ྸਐలがૣ
͘，আ草ىࡎ఺の৔߹，ط報のਪఆࣜ
は適༻で͖ない͜とが明ら͔となった。

ਪఆࣜΛ؆ศにར༻͢るͨΊ
ͷπʔϧʮϊϏΤ防除ࢧԉ
γεςϜʯ
は͡めにでड़΂たΑ͏に本研究でච

ऀらはϊϏΤ༿ྸਪఆࣜの作੒とฒߦ
してਪఆࣜを؆ศにར༻するための

πーϧの։発にऔΓ૊Μͩ。Ҡ২では
水རߦ׳にैい地۠͝とに֤生ऀ࢈が
Ұ੪に田২͑する৔߹がଟい。͜のた
め，ීࢦٴಋػ関が地۠͝とにඪ४的
なҠ২日をج४としてϊϏΤ༿ྸをਪ
ఆし，আ草ࡎのࢄ෍適ظをࣔす͜とも
可能である。Ұํ，乾田௚೻では，生
にΑって೻छ日はҟなΓ，またಉऀ࢈
Ұ生ऀ࢈でも඼छや地۠͝とに複数ճ
に෼͚て೻छする͜とがଟい。͜のঢ়
ऀ࢈では，ϊϏΤ༿ྸਪఆは֤生گ
にݸผにߦってもら͏ଞないと͑ߟ
る。したがって，作੒したϊϏΤ༿ྸ
ਪఆࣜをݱ৔で׆༻してもら͑る͔൱
͔は，؆ศにར༻で͖るπーϧの༗ແ
がΧギをѲると͑ߟた。։発したπー
ϧ，「ϊϏΤ๷আࢧԉシステム」（ਤ
��，೶研ߏػ�����）は，日ฏؾۉ温
͔らϊϏΤ࠷େ༿ྸをදࢉܭιϑト
.JDSPTPGU�&YDFM ্の؆୯なૢ作で֬
認で͖る（ਤ ��）。本システムは，೶
研ߏػϝッシϡ೶ؾۀ象σーλと࿈ಈ
させて，ะ৔のҐஔ৘報に対応したؾ
温σーλをऔಘし，ϊϏΤの࠷େ༿ྸ
を༧ଌɾදࣔする。ॳظઃఆをߦって
͓͚͹，日ʑの༿ྸ֬認のためのૢ作

図−4　�ϊϏエ๷除ࢧԉγεςムඪ४ۀ࡞खॱॻ
ʢ表ࢴʣ

図−5　ϊϐエ๷除ࢧԉγεςムのૢ࡞のུ֓
஫ʣ೶2022ߏػݚΑΓҰ෦վมͯ͠Ҿ༻ɻ
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෼をىߞ，൒෼をඇબ୒性আ草ࡎにΑ
Γط発生ϊϏΤをࡴރし，ͦの後の࠷
େ༿ྸをௐࠪしたと͜Ζ，྆ऀに明ら
͔なҧいを認めた。ಉ͡༗ޮੵࢉ温度
ではىىߞ఺ΑΓもআ草ىࡎ఺の࠷େ
༿ྸがେ͖͔ったのである。も͏Ұา
詳し͘આ明すると，྆ऀのճࣜؼの傾
͖，すなΘͪ༿ྸਐల଎度は΄΅ಉ͡
ͩが，ճࣜؼのఆ数߲，すなΘͪϊϏ
Τのग़芽࣌ظにҧいがあった。֓Ͷ �
ʙ � 日，আ草ىࡎ఺がىىߞ఺ΑΓ
もग़芽がૣ͔った。͜れは，ܪ༿ॲཧ
෍࣌にࢄ，఺ではىࡎを༻いるআ草ࡎ
ग़芽しているݸମのΈをࡴރし，౔த
の発芽ݸମはࡴރしないのに対して，
さىߞ఺ではະग़芽であってもىىߞ
れる౔૚に含まれる発芽ݸମはࡴރさ
れるため生͡るҧいと͑ߟられる。

ϊϏΤ༿ྸਪఆࣜͷ࡞੒

ϊϏΤ༿ྸਪఆࣜの作੒（౻本ら�
����）をҎԼのΑ͏にߦった。ᶃ্
ड़したΑ͏にى఺ࣄ༝（ىىߞ఺，আ
草ىࡎ఺）にΑΓ༿ྸਐలがҟなるの
で྆ऀを෼͚る，ᶄؾ温σーλとして
೶研ߏػϝッシϡ೶ؾۀ象σーλの日
ฏؾۉ温を༻いる。ϝッシϡ೶ؾۀ象
σーλは 1�LNϝッシϡでσーλがఏ
長࠷，৽されて͓Γߋされ，ຖ日ڙ
�6 日ઌまでの༧報஋がఏڙされてい
る，ᶅ༗ޮੵࢉ温度ࢉܭのため日ฏۉ

আするҰఆの஋はܾఆ係数߇温͔らؾ
が࠷େであった�ˆとする，ᶆ温度は
ϊϏΤの༿ྸਐలに࠷も͘ڧӨڹする
象要因であるが，ϊϏΤ生ҭが஗Ԇؾ
する温度Ҏ֎の要因もଟい͜とをྀߟ
し，ௐࠪσーλの಺，ճؼઢҎ্のσー
λのΈを༿ྸਪఆࣜ作੒のために༻い
た（ਤ ��）。͜のΑ͏に作੒したϊϏΤ
༿ྸਪఆࣜ（ىىߞ఺ɿ͈ʹ����1�º
Є 	5��
 ʵ ���6�1，আ草ىࡎ఺ɿ͈ʹ
������ºЄ 	5��
 ʴ ������ɽ͈ɿਪఆ
༿ྸ，̩ɿ日ฏؾۉ温，Є 	5��
ɿ߇আ
஋を�ˆとする༗ޮੵࢉ温度）をط報
のਪఆࣜとൺֱしたと͜Ζ，ىىߞ఺
のਪఆࣜはҠ২࠿ഓの২͑୅ى఺のਪ
ఆࣜとあるఔ度͔ۙったが，আ草ىࡎ
఺のਪఆࣜはͦれらΑΓ༿ྸਐలがૣ
͘，আ草ىࡎ఺の৔߹，ط報のਪఆࣜ
は適༻で͖ない͜とが明ら͔となった。

ਪఆࣜΛ؆ศにར༻͢るͨΊ
ͷπʔϧʮϊϏΤ防除ࢧԉ
γεςϜʯ
は͡めにでड़΂たΑ͏に本研究でච

ऀらはϊϏΤ༿ྸਪఆࣜの作੒とฒߦ
してਪఆࣜを؆ศにར༻するための

πーϧの։発にऔΓ૊Μͩ。Ҡ২では
水རߦ׳にैい地۠͝とに֤生ऀ࢈が
Ұ੪に田২͑する৔߹がଟい。͜のた
め，ීࢦٴಋػ関が地۠͝とにඪ४的
なҠ২日をج४としてϊϏΤ༿ྸをਪ
ఆし，আ草ࡎのࢄ෍適ظをࣔす͜とも
可能である。Ұํ，乾田௚೻では，生
にΑって೻छ日はҟなΓ，またಉऀ࢈
Ұ生ऀ࢈でも඼छや地۠͝とに複数ճ
に෼͚て೻छする͜とがଟい。͜のঢ়
ऀ࢈では，ϊϏΤ༿ྸਪఆは֤生گ
にݸผにߦってもら͏ଞないと͑ߟ
る。したがって，作੒したϊϏΤ༿ྸ
ਪఆࣜをݱ৔で׆༻してもら͑る͔൱
͔は，؆ศにར༻で͖るπーϧの༗ແ
がΧギをѲると͑ߟた。։発したπー
ϧ，「ϊϏΤ๷আࢧԉシステム」（ਤ
��，೶研ߏػ�����）は，日ฏؾۉ温
͔らϊϏΤ࠷େ༿ྸをදࢉܭιϑト
.JDSPTPGU�&YDFM ্の؆୯なૢ作で֬
認で͖る（ਤ ��）。本システムは，೶
研ߏػϝッシϡ೶ؾۀ象σーλと࿈ಈ
させて，ะ৔のҐஔ৘報に対応したؾ
温σーλをऔಘし，ϊϏΤの࠷େ༿ྸ
を༧ଌɾදࣔする。ॳظઃఆをߦって
͓͚͹，日ʑの༿ྸ֬認のためのૢ作

図−4　�ϊϏエ๷除ࢧԉγεςムඪ४ۀ࡞खॱॻ
ʢ表ࢴʣ

図−5　ϊϐエ๷除ࢧԉγεςムのૢ࡞のུ֓
஫ʣ೶2022ߏػݚΑΓҰ෦վมͯ͠Ҿ༻ɻ

౻ຊ：தࠃ地ํのాס௚೻࠿ഓʹ͓͚Δ除草ࡎదࢄظ෍のͨΊのϊϏΤ༿ྸのਪఆ　�

は，ᶃؾ温σーλのߋ৽，ᶄ೻छ日ɾ
๷আ日のೖྗ，ᶅਪఆ日のࢦఆ，の �
ステッϓ͚ͩで，数෼ఔ度で͑ߦる。
に，͜れまで雑草๷আにࣦഊしଓࡍ࣮
͚ていた生ऀ࢈が，システムを࢖いは
͡めた年͔らΨϥッとҰసしてྑ好に
๷আで͖るΑ͏になったྫࣄをԿྫ͔
見ている。生ऀ࢈と࿩していると，͜
れまでは「Α͘ޮ͘のはͲのআ草ࡎ
͔ʁ」ͩった発૝͔ら，「ϊϏΤが �
༿になるのはいつ͔ʁ」とい͏Α͏に
るΑ͑ߟ෍するλΠミϯάをୈҰにࢄ
͏にҙࣝがมΘったと͡ײる。

தࠃ஍ํҎ֎΁ͷద༻֦େ
ͷՄೳੑ

本研究に͓いてϊϏΤ༿ྸਪఆࣜは
いずれもதࠃ地ํの޿ౡݝ，Ԭݝࢁ，
ௗऔݝでௐࠪしたσーλをجに作੒し
た（ද �1）。���� 年，࣎ լݝ඙ࠜࢢ（ඪ
໿ߴ 9��N）の生ऀ࢈ะ৔に͓いて適
߹性を検ূしたと͜Ζ，ਪఆは࣮ଌと
ྑ͘適߹して͓Γ，ۙـ地ํに͓いて
も適༻可能と൑அした。ͦのଞ地Ҭで
は࣌ݱ఺に͓いて適߹性はະ検ূであ
Γ，ར༻にあたってはまず適߹性を検
ূする必要がある。ௐࠪ地のҰつ，޿
ౡੈݝཏொ（ඪߴ໿ ����N）は੢日
本೶ۀ研究ηϯλーのある޿ౡݝ෱ࢁ
温が໿ؾのฏୱ地ΑΓもࢢ �ˆ௿いが
ਪఆࣜは適߹している͜とをྀߟする
と，関౦地ํや౦๺地ํೆ෦のฏୱ地
でも適༻で͖る可能性がある。චऀら
は今後શࠃでの׆༻を໨ࢦして͓Γ，
ଞ地Ҭのීࢦٴಋػ関等にͦの地Ҭに͓

͚る適߹性を検ূしていた͖ͩたいとߟ
͑ている。もし，ਪఆࣜのύϥϝーλー
をͦの地Ҭに߹Θせてमਖ਼が必要と൑அ
される৔߹でも，ϊϏΤ๷আࢧԉシステ
ムはॊೈ性があΓ，मਖ਼は༰қである。
「Ұ度ࢼしてΈたい」とࢥΘれるํは࿈
བྷいた͚ͩれ͹ϊϏΤ๷আࢧԉシステム
をਃࠐखଓ͖の্でແঈఏڙする（ඇӦ
ར໨的にݶる。Ӧར໨的の৔߹はผ్
૬ஊ）。͓ܰؾに͓੠が͚いた͖ͩたい。
ϊϏΤ๷আࢧԉシステムでは1�地఺ま
でొ࿥で͖，ؾ温σーλのߋ৽はϘλϯ
Ұԡしです΂てߋ৽される。޿Ҭで乾田
௚೻を࣮ࢪする生ऀ࢈やٕज़ࢦಋにあた
るํʑには特にศརさを࣮ײしていたͩ
͚ると͏ࢥ。

除草剤఍ࡶੑ߅草ΛੜΈग़͠
に͍͘ڥ؀Λ

২ௐࢽをಡΜでいて，「雑草؅ཧの
を༿ࡎআ草ܕ༿ॲཧܪ，৔に͓いてݱ
քΑΓもେ͖い雑草にॲཧ，またݶྸ
はॲཧ適ظでもༀྔが௿す͗ると，ޮ
Ռෆे෼で࢒草する͜とがある。ͦの
Α͏なෆ適੾なༀࡎॲཧがআ草ࡎ఍߅
性雑草のग़ݱをॿ長する͜とをࣔす研
究੒Ռも ���� 年ॳ಄͔らग़ている。」
（ᢛޠ�����）とい͏Ұ文があった。
。であるىשい౰たるઅがある஫ҙࢥ
আ草ࡎのࢄ෍ճ数がଟい͜とが乾田௚
೻の୹ॴとして͛ڍられるத，1ճで
もࢄ෍ճ数をݮらしたいとい͏ҙࣝが
ಇ͘のは౰વではあるが，適ࢄظ෍せ
ず，׬શࡴރで͖ず，࢒草を܁Γฦせ
͹，「আ草ࡎ఍߅性雑草のग़ݱをॿ長」

していると͑ݴるͩΖ͏。͜れまでは
ϊϏΤ࠷େ༿ྸがݱ৔で೺Ѳࠔ೉なた
めにҙਤせずআ草ࡎのظ࣌༺࢖൩ݶを
ա͗ている৔߹もあった͔と͏ࢥ。ϊ
ϏΤ๷আࢧԉシステムを׆༻していた
͖ͩ，͜͏い͏ྫࣄがな͘なれ͹޾い
である。また，あるะ৔でϊϏΤがଟ
ྔに࢒草した৔߹，ظ࣌༺࢖൩ݶをա
͗ていたため͔，আ草ࡎ఍߅性ϊϏΤ
なの͔，にΘ͔に൑அで͖な͔った。
ϊϏΤ๷আࢧԉシステムを༻いれ͹，
適ࢄظ෍で͖ていた͔Ͳ͏͔൑அで͖
るので，もし఍߅性がٙΘれる৔߹に
は，作༻ߏػのҟなるআ草ࡎを଎や͔
にࢄ෍し，֦େを৯いࢭめる͜とに౒
めていた͖ͩたい。作੒したϊϏΤ༿
ྸਪఆ͓ࣜΑͼϊϏΤ๷আࢧԉシステ
ムが乾田௚೻࠿ഓに͓͚るআ草ࡎ適ظ
。೦するفԉとなる͜とをࢧ෍のࢄ

ँɹࣙ
ɹ本研究のҰ෦は生研ࢧԉηϯλー「ֵ৽的
ٕज़։発ɾٸۓల։ܦͪ͏）ۀࣄӦମڧԽϓ
ϩジΣΫト）」の「水田ཬࢁのச࢈ར༻にΑる
தࢁ間ߴऩӹӦ೶Ϟσϧの։発」で࣮ࢪした。

ݙจߟࢀ
౻本׮ら�����ɽதࠃ地ํの乾田௚೻ะ৔に
͓͚る༗ޮੵࢉ温度にΑるϊϏΤ༿ྸのਪ
ఆɽ日作�91ل	1
，�9���ɽ

৿田߂඙���16ɽ雑草ヒΤの༿ྸਪఆࢦඪとし
てのੵࢉ༗ޮ温度ɽ২ௐ��9	1�
，�1���1�ɽ

೶研ߏػ�����ɽ乾田௚೻࠿ഓମܥに͓͚
るϊϏΤ๷আࢧԉシステムඪ४作ۀखॱ
ॻ「 த ࠃ 地 Ҭ ൛ 」ɽIUUQT���XXX�OBSP�
HP�KQ�QVCMJDJUZ@SFQPSU�QVCMJDBUJPO�pMFT�
401�1����,�������QEG（���� 年 9 ݄ �
日Ӿཡ）

ᢛޠ༃༸�����ɽϝϯσϧ性Ҩ఻にΑらない
আ草ࡎ఍߅性ɽ২ௐ��6	�
，1���1�6ɽ
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ؙ࿨όΠΦέϛΧϧࣜגձࣾ
ϚʔέςΟϯάຊ෦

ਆ୩　༤࣍

͸͡Ίに

今ճのߘدに͓いては，զがࠃでの
ࣳ生໘ੵのѹ౗的େ෦෼を઎めるΰϧ
ϑ৔の日本ࣳについて，ࢲが今までݱ
৔で関ΘΓଓ͚て͖たࣳ草಺のআ草に
͓͚る໰୊఺についてएׯの͝঺հと
ॴײをड़΂たいと͏ࢥ。

���ࣳ草除草ͷ೉ఢlαονz
ͱ lεζϝϊΧλϏϥ z

ΰϧϑ৔のࣳはৗにࠐמされ，ͦの
ցにΑΓू草されるػΓΧスは؅ཧמ
が，ू草し͖れな͔ったמΓΧスやࣗ
વམԼした༿が෗২Խɾଯੵし lαッ
チ z といΘれる૚が生͡て͘る。ଞ
の作෺の࠿ഓ৔໘では͜ىΓ͑ないࣳ
草ಠ特のݱ象であるが，࣮は͜のαッ
チのूੵ૚がআ草ࡎ，特に౔৕ॲཧࡎ
のޮՌをෆ҆ఆԽさせる要因のͻとつ
と͑ߟられている。水༹解度がߴいも
し͘は༗ػ෺ٵண性の௿い౔৕ॲཧࡎ

は，߱Ӎ等にΑΓαッチ૚಺をԼํҠ
もࡎいߴ発性のشしてしまい，またߦ
となってしま͏͜ڥ発しやすい؀ش
とが，আ草ޮՌの҆ఆにӨڹを༩͑る
要因となっている。؅ཧ༧ࢉがे෼に
あった࣌୅は，日本ࣳがౙ৔にٳ຾し
ている間にαッチআڈ作ۀを࣮ࢪして
いたが，ࡢ今はڥ؀ࡁܦのѱԽに൐い
؅ཧ༧ࢉはେ෯にݮ࡟され，͜のΑ͏
なߞछ的作ۀはଟ͘のίースで࣮ࢪで
͖ていないのがݱঢ়である。また，מ
後のू草をせずϒϩΞーでϑΣΞࠐ
΢ΣΠ͔らϥϑに向͚てਧ͖ඈ͹すͩ
͚のίースも少な͔らずあるとฉいて
͓Γ，αッチ૚の໰୊はな͔な͔վળ
される傾向にはແいঢ়گである。また，
はまるでޱでळڹ今では温暖ԽのӨࡢ
ՆのΑ͏にॵ͘，1年を௨͡て߱Ӎྔ
もଟ͘，ౙでもڧいӍが߱る͜ともあ
Γ，αッチ૚಺にܗ੒された౔৕ॲཧ
ࠔのॲཧ૚を҆ఆさせる͜とはӹʑࡎ
೉になΓつつある。ߋに日本ࣳの༿に
含まれるϦάχϯ含ྔは੢༸ࣳのもの
ΑΓߴいのでΑΓ෼解しͮら͘，まさ

に͜の lαッチ૚ zは日本ࣳ಺でのআ
草ޮՌの l೉ఢ zであると͑ݴΑ͏。
ࣳ草に͓͚るスζϝϊΧλϏϥの๷

আとなるとΑΓࠔった͜とが͖ىてい
るΑ͏ͩ。スζϝϊΧλϏϥのछࢠは
౔৕のΈならずαッチ૚のいたると͜
Ζにଘࡏし，தᡢ࣠（ϝιίチϧ）を
΄とΜͲܗ੒せずにछࢠのҐஔ͔ら発
ࠜし，༮芽が৳長する。ͦのため，αッ
チ૚Լ෦にҐஔするछ͔ࢠら৳長した
༮芽はॲཧ૚に౸ୡする࣌には΄΅ৌ
༿となって͓Γ，ैདྷはߴいٵண性や
௿い水༹解度ނに，ΑΓ҆ఆしたॲཧ
૚をܗ੒するとされたআ草ࡎでも，ༀ
ऩがे෼にされない͜とがଟいٵのࡎ
Α͏である（ਤ �1）。
άϦーϯΩーύーに対しての l ݱ

৔に͓͚る໰୊雑草 z のΞϯέート
݁Ռ͔らもスζϝϊΧλϏϥがトッ
ϓをΩーϓしているঢ়گとなってい
る（ਤ ��）。લड़したαッチ໰୊にՃ
͑温暖Խに൐͏発生消長のมಈや特ఆ
のܥ౷のༀࡎ΁のෆޮ໰୊等，ͦの要
因はଟʑあるが，Ұ෦のίースでは �

ࣳ草؅ཧʹ͓͚Δ除草ͱͦの໰୊఺

図 -1　αοチ૚ʹ͓͚Δࡶ草ͱ除草剤処理૚(図-1) サッチ層における雑草と除草剤処理層

サッチ層

⼟壌

←動きにくい
除草剤の
処理層

スズメノカタビラメヒシバ

中胚軸(メソコチル)

図 -2　グϦʔϯΩʔύʔの͡ײΔ໰୊ࡶ草
� 　　　　　　�ΰϧϑμΠδΣετࣾʮΰϧϑ৔ηミナʔʯௐ΂
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2020年11⽉号
有効回答166コース

2017年11⽉号
有効回答275コース

2014年11⽉号
有効回答346コース

単位：回答コース数

注：2014・2017・2020年 各々異なったゴルフ場より回答



25���　২ௐ　Vol.56, No.9　(2022)

ؙ࿨όΠΦέϛΧϧࣜגձࣾ
ϚʔέςΟϯάຊ෦

ਆ୩　༤࣍

͸͡Ίに

今ճのߘدに͓いては，զがࠃでの
ࣳ生໘ੵのѹ౗的େ෦෼を઎めるΰϧ
ϑ৔の日本ࣳについて，ࢲが今までݱ
৔で関ΘΓଓ͚て͖たࣳ草಺のআ草に
͓͚る໰୊఺についてएׯの͝঺հと
ॴײをड़΂たいと͏ࢥ。

���ࣳ草除草ͷ೉ఢlαονz
ͱ lεζϝϊΧλϏϥ z

ΰϧϑ৔のࣳはৗにࠐמされ，ͦの
ցにΑΓू草されるػΓΧスは؅ཧמ
が，ू草し͖れな͔ったמΓΧスやࣗ
વམԼした༿が෗২Խɾଯੵし lαッ
チ z といΘれる૚が生͡て͘る。ଞ
の作෺の࠿ഓ৔໘では͜ىΓ͑ないࣳ
草ಠ特のݱ象であるが，࣮は͜のαッ
チのूੵ૚がআ草ࡎ，特に౔৕ॲཧࡎ
のޮՌをෆ҆ఆԽさせる要因のͻとつ
と͑ߟられている。水༹解度がߴいも
し͘は༗ػ෺ٵண性の௿い౔৕ॲཧࡎ

は，߱Ӎ等にΑΓαッチ૚಺をԼํҠ
もࡎいߴ発性のشしてしまい，またߦ
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͓Γ，αッチ૚の໰୊はな͔な͔վળ
される傾向にはແいঢ়گである。また，
はまるでޱでळڹ今では温暖ԽのӨࡢ
ՆのΑ͏にॵ͘，1年を௨͡て߱Ӎྔ
もଟ͘，ౙでもڧいӍが߱る͜ともあ
Γ，αッチ૚಺にܗ੒された౔৕ॲཧ
ࠔのॲཧ૚を҆ఆさせる͜とはӹʑࡎ
೉になΓつつある。ߋに日本ࣳの༿に
含まれるϦάχϯ含ྔは੢༸ࣳのもの
ΑΓߴいのでΑΓ෼解しͮら͘，まさ

に͜の lαッチ૚ zは日本ࣳ಺でのআ
草ޮՌの l೉ఢ zであると͑ݴΑ͏。
ࣳ草に͓͚るスζϝϊΧλϏϥの๷

আとなるとΑΓࠔった͜とが͖ىてい
るΑ͏ͩ。スζϝϊΧλϏϥのछࢠは
౔৕のΈならずαッチ૚のいたると͜
Ζにଘࡏし，தᡢ࣠（ϝιίチϧ）を
΄とΜͲܗ੒せずにछࢠのҐஔ͔ら発
ࠜし，༮芽が৳長する。ͦのため，αッ
チ૚Լ෦にҐஔするछ͔ࢠら৳長した
༮芽はॲཧ૚に౸ୡする࣌には΄΅ৌ
༿となって͓Γ，ैདྷはߴいٵண性や
௿い水༹解度ނに，ΑΓ҆ఆしたॲཧ
૚をܗ੒するとされたআ草ࡎでも，ༀ
ऩがे෼にされない͜とがଟいٵのࡎ
Α͏である（ਤ �1）。
άϦーϯΩーύーに対しての l ݱ

৔に͓͚る໰୊雑草 z のΞϯέート
݁Ռ͔らもスζϝϊΧλϏϥがトッ
ϓをΩーϓしているঢ়گとなってい
る（ਤ ��）。લड़したαッチ໰୊にՃ
͑温暖Խに൐͏発生消長のมಈや特ఆ
のܥ౷のༀࡎ΁のෆޮ໰୊等，ͦの要
因はଟʑあるが，Ұ෦のίースでは �

ࣳ草؅ཧʹ͓͚Δ除草ͱͦの໰୊఺

図 -1　αοチ૚ʹ͓͚Δࡶ草ͱ除草剤処理૚(図-1) サッチ層における雑草と除草剤処理層

サッチ層

⼟壌

←動きにくい
除草剤の
処理層

スズメノカタビラメヒシバ

中胚軸(メソコチル)

図 -2　グϦʔϯΩʔύʔの͡ײΔ໰୊ࡶ草
� 　　　　　　�ΰϧϑμΠδΣετࣾʮΰϧϑ৔ηミナʔʯௐ΂
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2020年11⽉号
有効回答166コース

2017年11⽉号
有効回答275コース

2014年11⽉号
有効回答346コース

単位：回答コース数

注：2014・2017・2020年 各々異なったゴルフ場より回答

ਆ୩：ࣳ草؅ཧʹ͓͚Δ除草ͱͦの໰୊఺　��

ճࢄ෍を検討する΄ͲスζϝϊΧλϏ
ϥはࣳ草಺আ草に͓いてେ͖な໰୊と
なっている。

���ಉܥ౷ͷ除草剤࿈༻ͱ
௿ײडੑࡶ草ͷ໰୊

ࣳ草಺のআ草ࡎに͓いても水Ҵಉ༷
に"-4 の࿈༻にΑΓҰ෦の雑ࡎ֐્
草΁のআ草ޮՌに໰୊が生͡ている
が，࣌ݱ఺に͓いて௿ײड性ٴͼ఍߅
性が֬認されているのはヒϝΫάとス
ζϝϊΧλϏϥである。
に͓いࡎ༿ॲཧܪ༿雑草対象の޿

て "-4 ੒ൺ཰はߏのࡎ֐્ ��16 ʙ
���� 年の �年間で໿ ���（ग़ՙֹۚ
ϕースɿਤ ��）となっている。͔つ
ては௨ৗ年 �ճ（य़とळ）のআ草ࡎ
શ໘ॲཧの಺，य़のॲཧにΑΓヒϝΫ
άの௨年๷ঃが可能となΓ，΄΅໰୊
雑草と認ࣝされないϨϕϧまでにࢸっ
た。し͔し，"-4 のࣳ৔໘ొࡎ֐્
৔͔ら �� ༨年となったࡏݱでは࠷も
໰୊となる雑草のҰつとして෮׆して
いる。ࡏݱに͓いてもଞの޿༿雑草๷
আに"-4 されてい༺࢖ଓܧはࡎ֐્

るものの，ヒϝΫά๷ঃのҝ͚ͩに௥
Ճでϕϯλκϯࡎの൓෮ॲཧや，౔৕
ॲཧࡎに7-$'"્ࡎ֐をબ୒しͦの
൓෮ॲཧをするなͲして対応している
৔も少な͘ない。ୠし，ΰϧϑ৔やݱ
๷আ会ࣾに͓いてはલड़した༧ࢉ໰୊
Ҏ֎に，ͦもͦものਓखෆ଍の໰୊が
深ࠁであΓ，ͦのΑ͏なख間がな͔な
ֻ͔͚͖れないのがݱঢ়であるため，
Ұճॲཧで๷আが可能となるༀࡎの։
発が͘ڧ๬まれている。
Ұํ，ΠωՊ対象"-4્ࡎ֐のߏ੒

ൺ཰はಉ༷の �年間ฏۉで໿ ���と
なっているが，スζϝϊΧλϏϥに対
するෆޮ໰୊が発生して͓Γ，఍߅性
についても֬認されている。͜のΑ͏
なഎܠΑΓ"-4્ࡎ֐の࢖༻は���6
ʙ ��1�年の �年間とൺֱするとएׯ
である（ਤگ少しているঢ়ݮ ��）。
ঘ，スζϝϊΧλϏϥの "-4 ֐્

ΰϧϑ৔でもࠃ性はถ߅に対する఍ࡎ
ಉ༷に報告されて͓Γ，Ճ͑てඍখ؅
ॏ߹્ࡎ֐΁の఍߅性についても報告
されている。テωシーେ学のݧࢼにΑ
れ͹，あるΰϧϑ৔に͓いてඍখ؅ॏ
性όΠΦλΠϓがά߅΁の఍ࡎ֐્߹

Ϧホαートに対しても఍߅性をࣔして
いたとの報告がある。ͦのΰϧϑ৔で
は，όミϡーμάϥスのٳ຾ظにάϦ
ホαートとඍখ؅ॏ߹્ࡎ֐（%/"
（ジχトϩΞχϦϯܥ）ɾ"ࡎ）との
ࠞ༻にΑΓܪ༿݉౔৕ॲཧをࢪすϓϩ
άϥムをܧଓして͖て͓Γ，ॲཧ࣌ま
でに発生した雑草のҰ発আ草と後発生
する雑草を長ظ間๷ঃするとい͏ศར
なํ๏ではあるものの，ա度のܧଓ
""をҙਤして($4ىש΁の஫ҙ༺࢖
（(PMG� $PVSTF� 4VQFSJOUFOEFOU�
"TTPDJBUJPO�PG�"NFSJDB）ηミナー
಺で঺հされていた（ਤ ��）。άϦー
ϯΩーύーに対してϩーテーシϣϯ؅
ཧのେ੾さを認ࣝさせるためのもので
あったとࢥΘれる。ߋにಉେ学等では
テωシーभにある �� ίース͔らスζ
ϝϊΧλϏϥを࠾औ，ඍখ؅ॏ߹્֐
ड性֬ײに対する（ࡎ"ɾ"/%）ࡎ
認ݧࢼを࣮ࢪ，ͦの݁Ռ 9�のίース
にて఍߅性が認められた（ਤ ��）。ಉ
報告಺では"-4 ֐や光߹੒્ࡎ֐્
性についてもซせて報߅に対する఍ࡎ
告されている。
日本に͓いても長͖にΘたΓඍখ؅

図 -3　ࣳͰの"-4્֐剤࢖༻ൺ཰の推移
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図 -4　ա౓のܧଓ࢖༻΁の஫ҙىש

出典： (QKDQFHG :HHG 0DQDJHPHQW�IRU�:DUP-6HDVRQ�7XUIJUDVV�
(*&6AA (GXFDWLRQ�&RQIHUHQFH�)

DNA�A剤
ఏ߇性

DNA�A剤
感受性

DNA・A剤

出典：Crop Forage & Turfgrass Mgmt. 2020;6:e20050.
＊2018春に個体採取、種⼦から⽔耕栽培での試験結果。発根に対する影響を評価。

(図-5)テネシー州90コースでのスズメノカタビラのDNA・A剤への感受性調査

図 -5　�ςωγʔभ �0 ίʔεͰのεζϝϊΧλϏラの %/"ɾ"剤΁の
डੑௐࠪײ

図 -6　ࣳͰのඍখ؅ॏ߹્֐剤の࢖༻ൺ཰推移
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ॏ߹્ࡎ֐が࢖༻されて͓Γ，���6
ʙ ��1� 年の �年間ではࣳ༻౔৕ॲཧ
のࡎ 6��を௒͑る࢖༻ൺ཰となって
いたが，ࡢ今ではଞ作༻ػ作のআ草ࡎ
も࢖͘޿༻され࢝めたためඍখ؅ॏ߹
のൺ཰は௿Լしたもののґવࡎ֐્
���を௒͑るߴいൺ཰となっている
（ਤ �6）。Ҿ͖ଓ͖ༀࡎϩーテーシϣ
ϯに͓͚るཹҙが必要である。
($4""ではຖ年άϦーϯΩーύー

対象にηミナーを։࠵しૅج的な͜と
͔ら্ऀڃ向͚の応༻ฤまで෯͘޿৘
報ఏڙされて͓Γ，খ৬も৽ࡎの৘報
֫ಘやݱ৔での໰୊఺֬認のためにຖ
年֤छηミナーをडߨして͖た。ถࠃ
では日本ΑΓ஗れて"-4 が্ࡎ֐્
�され࢝めた͜ともあΓ，1ࢢ 年Ґલ
まではま֤ͩ৽ࡎの঺հや解આなͲが
ඇৗにଟ͘੝گでもあったが，ࡢ今で
は৽ن作༻ػ作のࣳ༻আ草ࡎが長年্
されていない͜ともあΓ，ηミナーࢢ
ではআ草ࡎ఍߅性ճආのҝのٛߨがத
৺となっている。എܠとして，ถࠃで
は日本ΑΓジΣωϦッΫ੡඼がずっと
ଟ͘，トーλϧࢢ৔の໿ ���ఔ度を
઎めているとฉ͘が，Ωーύーୡはಉ
͡੒෼でもҟなる੡඼またはࠞ߹ࡎと
いったଟ͘の੡඼がଘࡏするڥ؀にさ
らされて͓Γ，作༻ػ作ผのআ草ࡎの
ͦ。い෼͚をపఈさせる໨的がある࢖
のҰॿとして，テωシーେ学等は zス
ζϝϊΧλϏϥΧーυ zなるものを作

੒しηミナー಺で഑෍していたが（ࣸ
ਅ �1
��），スζϝϊΧλϏϥのステー
ジຖに࢖༻で͖るༀࡎをҰൠ໊でࡌه
し，作༻ػ作ຖに৭෼͚してࡌهされ
ているのでඇৗに෼͔Γやすいものと
なっている。େ学に͜のΑ͏なܒ໤׆
ಈをしてもら͑るのはඇৗに好ましい
͜とに͡ײた。

���͜Ε͔Βͷࣳ草除草

Ҏ্ड़΂て͖たΑ͏に，ΰϧϑ৔ࣳ
草雑草؅ཧに͓いてਓखෆ଍や؀ࡁܦ
のվળもし͹ࢉれに൐͏؅ཧ༧ͦ，ڥ
ら͘はେ͖なมԽがないものとࢥΘ
れ，αッチ໰୊もґવଓ͘ものと見ら
れるが，৽しい作༻ػ作やΑΓࣳ৔໘
にϑΟットした෺ཧԽ学性の৽ݪنମ
もし͘は੡ٕࡎज़，ࢄ෍ํ๏が։発さ
れる͜とを๬ΉݶΓである。ୠし，ਓ
खෆ଍΁の対ࡦとしてυϩーϯࢄ෍の
ٕज़検討はฐࣾも含めてۀք֤ࣾで
検討されている。௒௿水ྔࢄ෍ނに
1(3 での応༻はࡎەࡴ，ࡎ஬ࡴやࡎ
ൺֱ的対応可能と͑ߟられるが，আ草
͑ߟが༺࢖のࡎ༿ॲཧܪ΁の応༻はࡎ
られるもののଟ༷な২生がࠞྡࡏ઀す
るΰϧϑ৔に͓いてはυϦϑト๷ࢭ等
ΑΓ適੾なࢄ෍ٕज़を要し今後の՝୊
と͑ݴΑ͏。
ถࠃに͓いては����年の(*4（(PMG�

*OEVTUSZ�4IPX���లࣔ会）にてυϩー

ϯలࣔが૿ٸしていたが，ͦのશては
঎༻のࣸਅࡱӨ͔ηϯシϯάのもので
あΓༀࢄࡎ෍༻はແ͔った。また，υ
ϩーϯやσジλϧ؅ཧのҝの($4""
ηミナーにΑると，ηϯシϯάにΑΓ
ࣳ草಺雑草の認ࣝの্でࣗಈࢄ෍が可
能になるΑ͏なϨϕϧにはまͩࢸって
いないとの͜とであった。υϩーϯに
Αるηϯシϯάでは，ࣳ草ストϨス度
߹とͦの৔ॴが特ఆで͖るので，Α
Γޮ཰的なᕲ水৔ॴの特ఆ，ฒͼに
1(3 等のޮ཰的ॲཧが可ࡎەࡴやࡎ

ࣸਅ -1　表໘　εζϝϊΧλϏラのΞʔϦʔϙετΛҙຯ͢Δɻ

ʴࣺਇ��：න໚ʵηθϟόΩνϑϧ͹ΠーϨーϛηφΝқັͤΖɽ

೘घ઎： (QKDQFHG�:HHG�0DQDJHPHQW
IRU�:DUP-6HDVRQ�7XUIJUDVV(*&6AA (GXFDWLRQ�&RQIHUHQFH�)

ʴࣺਇ�2：ཬ໚ʵ ࢘༽Ն೵͵ঈ૴ࡐ͹Ϩηφɽࡠؽ༼ࡠพに৯෾͜ɼ
ζΥϋϨρέ඾Ώࠠࡐ߻΍ྂ͢ߡҲൢ໌ͳ:SS$͹ήϩーϕ൬ߺͲࡎىɽ

೘घ઎： (QKDQFHG�:HHG�0DQDJHPHQW
IRU�:DUP-6HDVRQ�7XUIJUDVV(*&6AA (GXFDWLRQ�&RQIHUHQFH�)

ࣸਅ -2　�ཪ໘　࢖༻Մೳͳ除草剤のϦετɻ࡞ػ༺࡞ผʹ৭෼͚ɼδΣωϦο
Ϋ඼΍ࠞ߹剤΋ྀ͠ߟҰൠ໊ͱ844"のグϧʔϓ൪߸Ͱࡌهɻ

スパイクのセンサー

NDVI測定器

出典：�0�0*&6AAセミナー
『Did You Know a Drone Could (or Couldnʼt) Do That?』

GPS対応散布⾞〜2020年GISにて撮影

ࣸਅ -3　�/%7* ΍౔৕ߗ౓ɼ༗ػ෺ؚ量ɼ
ଌͰ͖Δௐࠪं྆ܭ͕$&$

スパイクのセンサー

NDVI測定器

出典：�0�0*&6AAセミナー
『Did You Know a Drone Could (or Couldnʼt) Do That?』

GPS対応散布⾞〜2020年GISにて撮影

ࣸਅ -4　�(14ରԠϊζϧ౥ࡌのࢄ෍ंɻࢃ
͖͍ͨ৔ॴ͚ͩʹద੾ʹࢄ෍͕Մೳ
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ॏ߹્ࡎ֐が࢖༻されて͓Γ，���6
ʙ ��1� 年の �年間ではࣳ༻౔৕ॲཧ
のࡎ 6��を௒͑る࢖༻ൺ཰となって
いたが，ࡢ今ではଞ作༻ػ作のআ草ࡎ
も࢖͘޿༻され࢝めたためඍখ؅ॏ߹
のൺ཰は௿Լしたもののґવࡎ֐્
���を௒͑るߴいൺ཰となっている
（ਤ �6）。Ҿ͖ଓ͖ༀࡎϩーテーシϣ
ϯに͓͚るཹҙが必要である。
($4""ではຖ年άϦーϯΩーύー

対象にηミナーを։࠵しૅج的な͜と
͔ら্ऀڃ向͚の応༻ฤまで෯͘޿৘
報ఏڙされて͓Γ，খ৬も৽ࡎの৘報
֫ಘやݱ৔での໰୊఺֬認のためにຖ
年֤छηミナーをडߨして͖た。ถࠃ
では日本ΑΓ஗れて"-4 が্ࡎ֐્
�され࢝めた͜ともあΓ，1ࢢ 年Ґલ
まではま֤ͩ৽ࡎの঺հや解આなͲが
ඇৗにଟ͘੝گでもあったが，ࡢ今で
は৽ن作༻ػ作のࣳ༻আ草ࡎが長年্
されていない͜ともあΓ，ηミナーࢢ
ではআ草ࡎ఍߅性ճආのҝのٛߨがத
৺となっている。എܠとして，ถࠃで
は日本ΑΓジΣωϦッΫ੡඼がずっと
ଟ͘，トーλϧࢢ৔の໿ ���ఔ度を
઎めているとฉ͘が，Ωーύーୡはಉ
͡੒෼でもҟなる੡඼またはࠞ߹ࡎと
いったଟ͘の੡඼がଘࡏするڥ؀にさ
らされて͓Γ，作༻ػ作ผのআ草ࡎの
ͦ。い෼͚をపఈさせる໨的がある࢖
のҰॿとして，テωシーେ学等は zス
ζϝϊΧλϏϥΧーυ zなるものを作

੒しηミナー಺で഑෍していたが（ࣸ
ਅ �1
��），スζϝϊΧλϏϥのステー
ジຖに࢖༻で͖るༀࡎをҰൠ໊でࡌه
し，作༻ػ作ຖに৭෼͚してࡌهされ
ているのでඇৗに෼͔Γやすいものと
なっている。େ学に͜のΑ͏なܒ໤׆
ಈをしてもら͑るのはඇৗに好ましい
͜とに͡ײた。

���͜Ε͔Βͷࣳ草除草

Ҏ্ड़΂て͖たΑ͏に，ΰϧϑ৔ࣳ
草雑草؅ཧに͓いてਓखෆ଍や؀ࡁܦ
のվળもし͹ࢉれに൐͏؅ཧ༧ͦ，ڥ
ら͘はେ͖なมԽがないものとࢥΘ
れ，αッチ໰୊もґવଓ͘ものと見ら
れるが，৽しい作༻ػ作やΑΓࣳ৔໘
にϑΟットした෺ཧԽ学性の৽ݪنମ
もし͘は੡ٕࡎज़，ࢄ෍ํ๏が։発さ
れる͜とを๬ΉݶΓである。ୠし，ਓ
खෆ଍΁の対ࡦとしてυϩーϯࢄ෍の
ٕज़検討はฐࣾも含めてۀք֤ࣾで
検討されている。௒௿水ྔࢄ෍ނに
1(3 での応༻はࡎەࡴ，ࡎ஬ࡴやࡎ
ൺֱ的対応可能と͑ߟられるが，আ草
͑ߟが༺࢖のࡎ༿ॲཧܪ΁の応༻はࡎ
られるもののଟ༷な২生がࠞྡࡏ઀す
るΰϧϑ৔に͓いてはυϦϑト๷ࢭ等
ΑΓ適੾なࢄ෍ٕज़を要し今後の՝୊
と͑ݴΑ͏。
ถࠃに͓いては����年の(*4（(PMG�

*OEVTUSZ�4IPX���లࣔ会）にてυϩー

ϯలࣔが૿ٸしていたが，ͦのશては
঎༻のࣸਅࡱӨ͔ηϯシϯάのもので
あΓༀࢄࡎ෍༻はແ͔った。また，υ
ϩーϯやσジλϧ؅ཧのҝの($4""
ηミナーにΑると，ηϯシϯάにΑΓ
ࣳ草಺雑草の認ࣝの্でࣗಈࢄ෍が可
能になるΑ͏なϨϕϧにはまͩࢸって
いないとの͜とであった。υϩーϯに
Αるηϯシϯάでは，ࣳ草ストϨス度
߹とͦの৔ॴが特ఆで͖るので，Α
Γޮ཰的なᕲ水৔ॴの特ఆ，ฒͼに
1(3 等のޮ཰的ॲཧが可ࡎەࡴやࡎ

ࣸਅ -1　表໘　εζϝϊΧλϏラのΞʔϦʔϙετΛҙຯ͢Δɻ

ʴࣺਇ��：න໚ʵηθϟόΩνϑϧ͹ΠーϨーϛηφΝқັͤΖɽ

೘घ઎： (QKDQFHG�:HHG�0DQDJHPHQW
IRU�:DUP-6HDVRQ�7XUIJUDVV(*&6AA (GXFDWLRQ�&RQIHUHQFH�)

ʴࣺਇ�2：ཬ໚ʵ ࢘༽Ն೵͵ঈ૴ࡐ͹Ϩηφɽࡠؽ༼ࡠพに৯෾͜ɼ
ζΥϋϨρέ඾Ώࠠࡐ߻΍ྂ͢ߡҲൢ໌ͳ:SS$͹ήϩーϕ൬ߺͲࡎىɽ

೘घ઎： (QKDQFHG�:HHG�0DQDJHPHQW
IRU�:DUP-6HDVRQ�7XUIJUDVV(*&6AA (GXFDWLRQ�&RQIHUHQFH�)

ࣸਅ -2　�ཪ໘　࢖༻Մೳͳ除草剤のϦετɻ࡞ػ༺࡞ผʹ৭෼͚ɼδΣωϦο
Ϋ඼΍ࠞ߹剤΋ྀ͠ߟҰൠ໊ͱ844"のグϧʔϓ൪߸Ͱࡌهɻ
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NDVI測定器

出典：�0�0*&6AAセミナー
『Did You Know a Drone Could (or Couldnʼt) Do That?』

GPS対応散布⾞〜2020年GISにて撮影

ࣸਅ -3　�/%7* ΍౔৕ߗ౓ɼ༗ػ෺ؚ量ɼ
ଌͰ͖Δௐࠪं྆ܭ͕$&$

スパイクのセンサー

NDVI測定器

出典：�0�0*&6AAセミナー
『Did You Know a Drone Could (or Couldnʼt) Do That?』

GPS対応散布⾞〜2020年GISにて撮影

ࣸਅ -4　�(14ରԠϊζϧ౥ࡌのࢄ෍ंɻࢃ
͖͍ͨ৔ॴ͚ͩʹద੾ʹࢄ෍͕Մೳ

ਆ୩：ࣳ草؅ཧʹ͓͚Δ除草ͱͦの໰୊఺　�3

能となるࢫのઆ明がなされていた。η
ϯシϯάはυϩーϯ͚ͩでな͘，ΑΓ
ਖ਼֬なଌఆのҝに/%7* ଌఆثػや
౔৕ߗ度や༗ػ෺含ྔ，$&$ なͲの
ଌఆもで͖るௐࠪं྆も঺հされてい
た（ࣸਅ ෍はηϯシϯࢄのࡍ࣮。（��
άで特ఆした৔ॴ͚ͩをਖ਼֬にॲཧで
͖る(14 対応ϊζϧを౥ࡌしたࢄ෍
ंがطにಋೖ։࢝となって͓Γ（ࣸਅ
��），ηミナーで঺հされたݧࢼにΑ
れ͹，όミϡーμάϥスのスϓϦϯά
σッυスϙット（ωΫϩテΟッΫϦϯ
άスϙットප）ॲཧに͓いて௨ৗࢄ෍
とൺֱして࣌୹ɾলྗԽで͖た͚ͩで
な͘ 6��のༀࡎඅのݮ࡟にもܨがっ
たとのઆ明がなされていた。ւ֎では
͜のΑ͏な 1SFTDJTTJPO�ٕज़に஫ྗし
ているΑ͏ͩ。
日本に͓いては今後のυϩーϯࢄ෍

ٕज़が向্しআ草ࡎ΁の適༻がͲのఔ
度޿がってい͘の͔େมڵຯ深い͜と
であΓ，またผのলྗԽํ๏としてཻ
のશࡎられるが౔৕ॲཧ͑ߟ෍もࢄࡎ
໘ॲཧとなるとαッチ໰୊も含めたআ
草ޮՌの҆ఆԽや؆қなࢄ෍ํ๏，ڐ
༰で͖るίスト等ʑまͩまͩ՝୊はଟ
いΑ͏である。また，ݪମ࠶ධՁ੍度
がಋೖされ，後発೶ༀ։発の׆発Խ，
Ұํでは࢖༻ऀ๫࿐ධՁ等の৽しいج
४もઃ͚られ，今後のࡎや適༻のมԽ
も͑ߟられる。今後とも༷ʑなมԽに
対応してい͘必要があΓ，Ҿ͖ଓ͘ݡ
。してまいΓたいࢹ৔を஫ݱ͖

͓ΘΓに

͜のۀքにೖΓたてのࠒฉいたʰࣳ
生は文Խのόϩϝーλーʱとい͏ࣳݩ
草学会長ɾނɾ๺ଜ文༤ઌ生のݴ༿が
େมҹ象的でૉ੖らしいํ͑ߟと͡ײ
たものである。౰࣌，日本ではࣳとݴ
͑͹େ൒はΰϧϑ৔と͑ࢥたものであ
Γ，Ұ෦のެڞ৔໘をআいて生׆の
पΓでは΄とΜͲࣳを見る͜ともແ
͘，ॅ୐地やެڞ৔໘のͲ͜にでも
ࣳ生があるถࠃとはਵ෼ҧ͏と͡ײた
ものͩ。ถࠃではॅ୐地やಓ࿏࿬，ެ
Ԃ，ۭߓ等のެڞ৔໘のࣳを؅ཧする
-$0（-BXO�$BSF�0QFSBUPS）なる会
ࣾがඇৗにଟ͘，౰࣌あるถࠃௐࠪ会
ࣾのࢿྉをೖखするػ会があったがͦ
れにΑると，ࣳで࢖༻されるআ草ࡎの
໛はΰϧϑ৔がن ���，-$0が 6��
との͜とでՈఉやެڞの৔のࣳのࢢ৔
のํがすっとେ͖い͜とにڻいた֮͑
がある（ਤ ��）。また，ͦのࢿྉにΑ
れ͹࢖༻されるܪ༿ॲཧࡎはརศ性の
がඇৗにଟ͘，特にࡎ߹いࠞߴ -$の
৔໘ではͦの性্֨，なΜと �ׂҎ
্がࠞ߹ࡎであΓ（ਤ ��）日本には
まͩまͩ͜のࢢ৔が少ない͜とをվめ
て͡ײた֮͑がある。-$৔໘Ҏ֎で
も，ホームηϯλーにग़向͘とՈఉ༻
のࣳ生向͚のศརな֤छࠞ߹ࡎがいΖ
いΖな੡ࡎλΠϓでζϥϦとฒͼ，த
にはホースに௚݁して͚ࢃるλΠϓのも
のや乾ి஑಺ଂܕのࢄ෍ػҰମとなった

ӷࡎཻ，ࡎ等，ଟछଟ༷な੡඼がฒΜで
͓Γ，Ոఉに͓いてのࣳ生の޿さとॏ要
性について࣮ײしたものである。
今では日本でも֤քのօ༷の͝౒ࡢ

ྗにΑΓߍఉ྘ԽなͲもਐΈつつあ
Γ，またαッΧーやϥάϏーਓؾで͖
れいなࣳのスλジΞムも 57์өで໨
にする͜ともਵ෼ଟ͘なって͖てい
る。今後いΖいΖな৔໘にࣳ生が׆༻
されて文Խのόϩϝーλーがߋに্
がってい͘͜とをظ଴してやまない。

౳ݙจߟࢀ
ΰϧϑ৔ηミナー ��1�年 11݄߸，��1� 年
11݄߸，����年 11݄߸�l σーλ͔ら �1
஬֐をಡΉɿ໰୊雑草ɾ発生لੈ z

೶ༀ要ཡ ���6 年ʙ ���� 年
+BNFT
�5��#SPTOBO
�1I�%�� et  al� �� ��1���
l&OIBODFE�8FFE�.BOBHFNFOU� GPS�
8BSN�4FBTPO� 5VSGHSBTTz� ($4""�
&EVDBUJPOBM�TFNJOBS���

+BNFT
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#MVFHSBTT（1PB�BOOVB）�XJUI�3FTJTUBODF�
UP�1SPEJBNJOF�BOE�(MZQIPTBUFz�8FFE�
5FDIOPMPHZ� �1
� +BOVBSZ�'FCSVBSZ��
��1�Q�111�11��

+BNFT
�5��#SPTOBO
�1I�%�� et  al� �� ������
l)FSCJDJEF� SFT JT UBODF� JO� BOOVBM�
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$SPQ� 'PSBHF� �� 5VSGHSBTT � .HNU��
�����6�F������

(FSBME
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図 -7　ถࠃɾࣳ৔໘の除草剤ग़ՙ࣮੷ׂ߹ʢΰϧϑ৔ WT-$0ʣ 図 -8　ถࠃʹ͓͚Δࣳ༻ܪ༿除草剤のࠞ߹剤 �୯剤ରൺ
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ऩूしたܥ౷を࠿ഓしてΈると，גશମが௚ཱするもの͔
らגが։ுして地໘にഝ͏Α͏に჊჋するものまで，ͦの草
は生ҭ（草ৎ৳長ܕは極めてଟ༷であった。また，ͦの草ܕ
や෼͛つ૿Ճ）に൐ってมԽしていった。͜͜では，גの։
度と༿਎の傾ࣼ֯のσーλにͮجいて，草ܕを௚ཱܕ（௚ཱ
（ܪ჊჋）ܕͼ჊჋ٴ（ɾਨ༿ܪ൒௚ཱ）ܕɾ௚ཱ༿），։ுܪ
に۠෼して，ͦのมҟをछでൺֱするとともに，生ҭステー
ジのਐలに൐͏มԽを解ੳした。
な͓，本࠲ߨでのग़ึظあるいはग़ึまで日数は，ग़ึ࢝

め͔ら࣌ܦ的にग़ึঢ়گを؍ଌし΄΅൒෼Ҏ্ग़ଗった日と
し，ࢉى日あるいは೻छ後日数でදࣔしている。

༮২෺ͷ草ܕ
ग़芽後 �༿ظの༮২෺に͓͚る草ܕは，いずれのछも௚

にมҟࢠさとల։の༷޿であったが，ͦのな͔で༿෯のܕཱ
が認められた。ද �1 にࣔしたΑ͏に，"ܕ（༿が細͘શମ
にスϦム），#ܕ（༿が細͘શମにスϦムでখܕ），$ܕ（༿
がג，͘޿は少し͚ͩ޿がる）に෼͚てछ間をൺֱした。ͦ
の݁Ռ，λΠψϏΤとヒϝλΠψϏΤはશて"ܕであった。
ΠψϏΤ，ヒϝΠψϏΤは，༿෯の޿さや༿がਨれるなͲの
までมҟがあった。มҟのେ͖͔ったΠψϏΤついܕ$，#
て，ͦのมҟと地ཧ的෼෍をΈたが，いずれのܕもશࠃ的に
෼෍し地ཧ的มҟは認められな͔った。

ੜҭதظͷ草ܕ
生ҭதظになると，छやܥ౷にΑる草ܕのҧいが໨ཱつΑ

͏になった。たͩし，͜の生ҭஈ֊でも჊჋ܕに෼ྨされる
ものはແ͘，௚ཱ͔ܕら൒։ுܕのൣғに͓さまる（ද ��，
��）。ヒϝλΠψϏΤは΄΅௚ཱܕɾ௚ཱ༿λΠϓであるが，
λΠψϏΤは௚ཱܕɾ௚ཱ༿͔ܕら൒։ுɾਨ༿ܕまで࿈ଓ
したมҟがΈられる（ਤ �1）。ΠψϏΤは，௚ཱ͔ܕら։ு
も჊ܕはൺֱ的少な͘，։ுܕまでมҟはେ͖いが，௚ཱܕ
჋ܕにۙい草ܕとい͑る（ද��，ਤ ��）。͜ ͜でΠψϏΤの「௚
が少ג，とはҟなΓ「ܕ௚ཱ」は，ヒϝλΠψϏΤの「ܕཱ
し։͖ؾຯの草ܕとなる。な͓，ΠψϏΤについては，௚ཱ
られていたが，େ൒を઎めるݶ౷の෼෍は関౦Ҏ੢にܥのܕ

த間ɾ։ுܕのܥ౷はશࠃに෼෍していた。

ग़ึظʢ੒২෺ʣͷ草ܕ
ΠψϏΤのग़ึظの草ܕについては，։ுఔ度と草ܕの྆

໘͔らௐࠪした（ද ��，ਤ ��）。௚ཱ͔ܕら։ுܕまでมҟ
がେ͖いが，׬શな௚ཱܕや׬શな։ுܕ（෤ಒܕ）は少な
͘，த間的なλΠϓがଟ͔った。ΠψϏΤのग़ึظに͓͚る
草ܕは，௚ཱܕは関౦Ҏ੢にݶられていたが，த間͔ܕら։

೔ຊ࢈ώΤଐ২෺のมҟʔ草ܕのಛ௃ʔ
৔ݧࢼ૲஍ݩ

ਗ਼⽔　ۣ޺

「ノビエ」の個性を見極める2.

表 -1　ग़ժ3ޙ༿期の草ܕのස౓
表̏

B B D

4: 4: 1 1

ͮ 211 1 1

29 29 1 1

ͮ 211 1 1

339 26 23 292

ͮ 7/7 25/1 8:/5

24 5 4 7

ͮ 41/9 34/1 57/3

表̐ ᅶच̡ෟᅶच ඩࠗ 半開張・垂葉

प๼ి 27 9 33

ͮ 45/9 28/5 58/9

प๼ి 52 5 4

ͮ 96/5 9/4 7/4

Ӆメタイҿӆエ

イҿӆエ

೷च
प๼ి種

タイҿӆエ

Ӆメイҿӆエ

B̢੎葉̡スリӓ̡ෟᅶच
B̢੎葉̡スリӓ̡ෟᅶच̡஛च
D̢ৄ葉̡ื̡ގෟᅶच

タイҿӆエ

Ӆメタイҿӆエ

表 -2　⽣ҭத期ʹ͓͚ΔλΠψϏエɾώϝλΠψϏエの草ܕのස౓

表̏
B B D

4: 4: 1 1

ͮ 211 1 1

29 29 1 1

ͮ 211 1 1

339 26 23 292

ͮ 7/7 25/1 8:/5

24 5 4 7

ͮ 41/9 34/1 57/3

表̐ ᅶच̡ෟᅶच ඩࠗ 半開張・垂葉

प๼ి 27 9 33

ͮ 45/9 28/5 58/9

प๼ి 52 5 4

ͮ 96/5 9/4 7/4

Ӆメタイҿӆエ

イҿӆエ

೷च
प๼ి種

タイҿӆエ

Ӆメイҿӆエ

B̢੎葉̡スリӓ̡ෟᅶच
B̢੎葉̡スリӓ̡ෟᅶच̡஛च
D̢ৄ葉̡ื̡ގෟᅶच

タイҿӆエ

Ӆメタイҿӆエ

　　　表 -3　⽣ҭத期ʹ͓͚ΔΠψϏエの草ܕのස౓ʢ図−2ࢀরʣ

⾲㸱 ┤❧ᆺ ୰㛫ᆺ 㛤ᙇᆺ
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⾲㸲
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ⲡᆺ � � 3 �

┤❧ᆺ �� 5 0 �

୰㛫ᆺ � �� �� �

㛤ᙇᆺ 0 � �� �0

⣔⤫ᩘ

㛤ᙇ⛬ᗘ

表 -4　ΠψϏエのग़ึ期ʹ͓͚Δ草ܕのස౓ʢ図−2ࢀরʣ
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஫ʣ草ܕ͸図−3ࢀর
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ऩूしたܥ౷を࠿ഓしてΈると，גશମが௚ཱするもの͔
らגが։ுして地໘にഝ͏Α͏に჊჋するものまで，ͦの草
は生ҭ（草ৎ৳長ܕは極めてଟ༷であった。また，ͦの草ܕ
や෼͛つ૿Ճ）に൐ってมԽしていった。͜͜では，גの։
度と༿਎の傾ࣼ֯のσーλにͮجいて，草ܕを௚ཱܕ（௚ཱ
（ܪ჊჋）ܕͼ჊჋ٴ（ɾਨ༿ܪ൒௚ཱ）ܕɾ௚ཱ༿），։ுܪ
に۠෼して，ͦのมҟをछでൺֱするとともに，生ҭステー
ジのਐలに൐͏มԽを解ੳした。
な͓，本࠲ߨでのग़ึظあるいはग़ึまで日数は，ग़ึ࢝

め͔ら࣌ܦ的にग़ึঢ়گを؍ଌし΄΅൒෼Ҏ্ग़ଗった日と
し，ࢉى日あるいは೻छ後日数でදࣔしている。

༮২෺ͷ草ܕ
ग़芽後 �༿ظの༮২෺に͓͚る草ܕは，いずれのछも௚

にมҟࢠさとల։の༷޿であったが，ͦのな͔で༿෯のܕཱ
が認められた。ද �1 にࣔしたΑ͏に，"ܕ（༿が細͘શମ
にスϦム），#ܕ（༿が細͘શମにスϦムでখܕ），$ܕ（༿
がג，͘޿は少し͚ͩ޿がる）に෼͚てछ間をൺֱした。ͦ
の݁Ռ，λΠψϏΤとヒϝλΠψϏΤはશて"ܕであった。
ΠψϏΤ，ヒϝΠψϏΤは，༿෯の޿さや༿がਨれるなͲの
までมҟがあった。มҟのେ͖͔ったΠψϏΤついܕ$，#
て，ͦのมҟと地ཧ的෼෍をΈたが，いずれのܕもશࠃ的に
෼෍し地ཧ的มҟは認められな͔った。

ੜҭதظͷ草ܕ
生ҭதظになると，छやܥ౷にΑる草ܕのҧいが໨ཱつΑ

͏になった。たͩし，͜の生ҭஈ֊でも჊჋ܕに෼ྨされる
ものはແ͘，௚ཱ͔ܕら൒։ுܕのൣғに͓さまる（ද ��，
��）。ヒϝλΠψϏΤは΄΅௚ཱܕɾ௚ཱ༿λΠϓであるが，
λΠψϏΤは௚ཱܕɾ௚ཱ༿͔ܕら൒։ுɾਨ༿ܕまで࿈ଓ
したมҟがΈられる（ਤ �1）。ΠψϏΤは，௚ཱ͔ܕら։ு
も჊ܕはൺֱ的少な͘，։ுܕまでมҟはେ͖いが，௚ཱܕ
჋ܕにۙい草ܕとい͑る（ද��，ਤ ��）。͜ ͜でΠψϏΤの「௚
が少ג，とはҟなΓ「ܕ௚ཱ」は，ヒϝλΠψϏΤの「ܕཱ
し։͖ؾຯの草ܕとなる。な͓，ΠψϏΤについては，௚ཱ
られていたが，େ൒を઎めるݶ౷の෼෍は関౦Ҏ੢にܥのܕ

த間ɾ։ுܕのܥ౷はશࠃに෼෍していた。

ग़ึظʢ੒২෺ʣͷ草ܕ
ΠψϏΤのग़ึظの草ܕについては，։ுఔ度と草ܕの྆

໘͔らௐࠪした（ද ��，ਤ ��）。௚ཱ͔ܕら։ுܕまでมҟ
がେ͖いが，׬શな௚ཱܕや׬શな։ுܕ（෤ಒܕ）は少な
͘，த間的なλΠϓがଟ͔った。ΠψϏΤのग़ึظに͓͚る
草ܕは，௚ཱܕは関౦Ҏ੢にݶられていたが，த間͔ܕら։

೔ຊ࢈ώΤଐ২෺のมҟʔ草ܕのಛ௃ʔ
৔ݧࢼ૲஍ݩ

ਗ਼⽔　ۣ޺

「ノビエ」の個性を見極める2.

表 -1　ग़ժ3ޙ༿期の草ܕのස౓
表̏

B B D

4: 4: 1 1

ͮ 211 1 1

29 29 1 1

ͮ 211 1 1

339 26 23 292

ͮ 7/7 25/1 8:/5

24 5 4 7

ͮ 41/9 34/1 57/3

表̐ ᅶच̡ෟᅶच ඩࠗ 半開張・垂葉

प๼ి 27 9 33

ͮ 45/9 28/5 58/9

प๼ి 52 5 4

ͮ 96/5 9/4 7/4

Ӆメタイҿӆエ

イҿӆエ

೷च
प๼ి種

タイҿӆエ

Ӆメイҿӆエ

B̢੎葉̡スリӓ̡ෟᅶच
B̢੎葉̡スリӓ̡ෟᅶच̡஛च
D̢ৄ葉̡ื̡ގෟᅶच

タイҿӆエ

Ӆメタイҿӆエ
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1＝直⽴型 2＝中間型 3＝開帳型

系統数 写真1 写真2 写真3
106 12 68 26
％ 113 64.2 24.5

 注）草型は図-5参照

1＝直⽴型 2＝中間型 3＝開張型

図-4 イヌビエ出穂期草型の地理的変異

図-3 イヌビエの出穂期における草型の写真

表-1 出芽後3葉期の草型の頻度

表-2 ⽣育中期におけるタイヌビエ・ヒメタイヌビエの草型の頻度

図-1 ⽣育中期におけるタイヌビエ・ヒメタイヌビエの草型の写真

表-4 イヌビエの出穂期における草型の頻度
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ுܕについては，地ཧ的มҟは認められな͔った（ਤ ��）。
な͓，λΠψϏΤɾヒϝλΠψϏΤは，す΂てΠψϏΤの$
λΠϓにࣅࠅした௚ཱܕであった。な͓，ヒϝΠψϏΤは，
ਤ �� にࣔすΑ͏にΠψϏΤの։ுܕにࣅた草࢟であった。
な͓，ΠψϏΤのதظ生ҭとग़ึظに͓͚る草ܕのਪҠを

Έたのがਤ �6 である。தظ生ҭで草ܕが௚ཱܕであったܥ
౷はग़ึظに͓いてもす΂て௚ཱܕであったが，தظ生ҭで
։ுܕであったܥ౷はग़ึظでも௚ཱܕはな͘，த間ܕʙ։
ுܕであった。தظ生ҭでத間ܕであったܥ౷はग़ึظでは
௚ཱʙ։ுܕまでมҟがେ͖͔った。（次߸につͮ͘）

ओཁ೶࢈෺ʹ͓͚Δࠃผ༌ೖֹׂ߹ʢ����೥ʣ
౷ܭσʔλ͔Β

දɹओཁ೶࢈෺ͷࠃผ༌ೖׂ߹ʢ����೥ʣ

ੈքの৯ྉधڅは，ީؾมಈのӨڹやਓޱの૿ՃなͲで，த
長ظ的にඡഭがݒ೦されるな͔，ϩシΞの΢ΫϥΠナ৵߈をػ
にΑΓҰ૚ෆ҆ఆさが૿している。
ͦのΑ͏なな͔，զがࠃの৯ྉࣗڅ཰（ΧϩϦーϕース）は

���1�ˋ（���� 年）と௿͘，ͦの͏͑，主要೶࢈෺のࠃผの
༌ೖֹに͓͚るׂ߹を見Έると，ถࠃが �1�9ˋ，次いでதࠃ
が 1��6ˋで，Χナμ，λΠ，߽भとଓ͖，特ఆのࠃにґଘし
て͓Γ，զがࠃの৯ྉڅڙのϦスΫのҰつとなっている。
ͦ͜で，主要೶࢈෺に͓͚るࠃผ༌ೖֹׂ߹（දʀ���� 年

࣮੷）を見ると，ࣗڅ཰ 1�ˋのখ麦はถࠃに ���1ˋ，Χナμ

に ����ˋを，ࣗڅ཰ 6ˋのେ౾はถࠃに ����ˋをґଘしてい
る。また，ڇ೑のࣗڅ཰は �6ˋであるが，ࣂྉࣗڅ཰（��ˋ）
をՃຯすると͔ۇ 6ˋに௿Լする。ಲ೑も ��ˋ͔ら 6ˋに，
ܲ೑もまた 66ˋ͔ら �ˋになる。な͔でも，ࣂྉの͏ͪ，ࠄ
෺のと͏もΖ͜しは࢈ࠃが少なࣗ͘څ཰がݶΓな͘ �にۙ͘，
༌ೖֹの ����ˋをถࠃにґଘしている。
೶ྛ水࢈লは͜のΑ͏なੈքの৯ྉधڅを౿ま͑，ࠃ಺の

೶ۀ生࢈の૿େをਤる͜とをج本とし，͜れに༌ೖٴͼඋ஝
を適੾に૊Έ߹Θせ，৯ྉの҆ఆڅڙをਤる͜とが必要とし
ている。ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（,��0）

統計データから 主要農産物における国別輸入額割合（2020 年）

世界の食料需給は，気候変動の影響や人口の増加などで，中長期的に逼迫が懸念されるな

か，ロシアのウクライナ侵攻を機により一層不安定さが増している。

そのようななか，我が国の食料自給率（カロリーベース）は 37.17％（2020 年）と低く，

そのうえ，主要農産物の国別の輸入額における割合を見みると，米国が 21.9％，次いで中

国が 10.6％で，カナダ，タイ，豪州と続き，特定の国に依存しており，我が国の食料供給の

リスクの一つとなっている。

そこで，主要農産物における国別輸入額割合（表；2020 年実績）を見ると，自給率 15％
の小麦は米国に 45.1％，カナダに 35.5％を，自給率 6％の大豆は米国に 74.8％を依存して

いる。また，牛肉の自給率は 36％であるが，飼料自給率（25％）を加味すると僅か 6％に

低下する。豚肉も 50％から 6％に，鶏肉もまた 66％から 8％になる。なかでも，飼料のう

ち，穀物のとうもろこしは国産が少なく自給率が限りなく 0 に近く，輸入額の 72.7％を米

国に依存している。

 農林水産省はこのような世界の食料需給を踏まえ，国内の農業生産の増大を図ることを

基本とし，これに輸入及び備蓄を適切に組み合わせ，食料の安定供給を図ることが必要とし

ている。  （K.O）

資料；財務省「貿易統計」を基に農林水産省作成 
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ுܕについては，地ཧ的มҟは認められな͔った（ਤ ��）。
な͓，λΠψϏΤɾヒϝλΠψϏΤは，す΂てΠψϏΤの$
λΠϓにࣅࠅした௚ཱܕであった。な͓，ヒϝΠψϏΤは，
ਤ �� にࣔすΑ͏にΠψϏΤの։ுܕにࣅた草࢟であった。
な͓，ΠψϏΤのதظ生ҭとग़ึظに͓͚る草ܕのਪҠを

Έたのがਤ �6 である。தظ生ҭで草ܕが௚ཱܕであったܥ
౷はग़ึظに͓いてもす΂て௚ཱܕであったが，தظ生ҭで
։ுܕであったܥ౷はग़ึظでも௚ཱܕはな͘，த間ܕʙ։
ுܕであった。தظ生ҭでத間ܕであったܥ౷はग़ึظでは
௚ཱʙ։ுܕまでมҟがେ͖͔った。（次߸につͮ͘）

ओཁ೶࢈෺ʹ͓͚Δࠃผ༌ೖֹׂ߹ʢ����೥ʣ
౷ܭσʔλ͔Β

දɹओཁ೶࢈෺ͷࠃผ༌ೖׂ߹ʢ����೥ʣ

ੈքの৯ྉधڅは，ީؾมಈのӨڹやਓޱの૿ՃなͲで，த
長ظ的にඡഭがݒ೦されるな͔，ϩシΞの΢ΫϥΠナ৵߈をػ
にΑΓҰ૚ෆ҆ఆさが૿している。
ͦのΑ͏なな͔，զがࠃの৯ྉࣗڅ཰（ΧϩϦーϕース）は

���1�ˋ（���� 年）と௿͘，ͦの͏͑，主要೶࢈෺のࠃผの
༌ೖֹに͓͚るׂ߹を見Έると，ถࠃが �1�9ˋ，次いでதࠃ
が 1��6ˋで，Χナμ，λΠ，߽भとଓ͖，特ఆのࠃにґଘし
て͓Γ，զがࠃの৯ྉڅڙのϦスΫのҰつとなっている。
ͦ͜で，主要೶࢈෺に͓͚るࠃผ༌ೖֹׂ߹（දʀ���� 年

࣮੷）を見ると，ࣗڅ཰ 1�ˋのখ麦はถࠃに ���1ˋ，Χナμ

に ����ˋを，ࣗڅ཰ 6ˋのେ౾はถࠃに ����ˋをґଘしてい
る。また，ڇ೑のࣗڅ཰は �6ˋであるが，ࣂྉࣗڅ཰（��ˋ）
をՃຯすると͔ۇ 6ˋに௿Լする。ಲ೑も ��ˋ͔ら 6ˋに，
ܲ೑もまた 66ˋ͔ら �ˋになる。な͔でも，ࣂྉの͏ͪ，ࠄ
෺のと͏もΖ͜しは࢈ࠃが少なࣗ͘څ཰がݶΓな͘ �にۙ͘，
༌ೖֹの ����ˋをถࠃにґଘしている。
೶ྛ水࢈লは͜のΑ͏なੈքの৯ྉधڅを౿ま͑，ࠃ಺の

೶ۀ生࢈の૿େをਤる͜とをج本とし，͜れに༌ೖٴͼඋ஝
を適੾に૊Έ߹Θせ，৯ྉの҆ఆڅڙをਤる͜とが必要とし
ている。ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（,��0）

統計データから 主要農産物における国別輸入額割合（2020 年）

世界の食料需給は，気候変動の影響や人口の増加などで，中長期的に逼迫が懸念されるな

か，ロシアのウクライナ侵攻を機により一層不安定さが増している。

そのようななか，我が国の食料自給率（カロリーベース）は 37.17％（2020 年）と低く，

そのうえ，主要農産物の国別の輸入額における割合を見みると，米国が 21.9％，次いで中

国が 10.6％で，カナダ，タイ，豪州と続き，特定の国に依存しており，我が国の食料供給の

リスクの一つとなっている。

そこで，主要農産物における国別輸入額割合（表；2020 年実績）を見ると，自給率 15％
の小麦は米国に 45.1％，カナダに 35.5％を，自給率 6％の大豆は米国に 74.8％を依存して

いる。また，牛肉の自給率は 36％であるが，飼料自給率（25％）を加味すると僅か 6％に

低下する。豚肉も 50％から 6％に，鶏肉もまた 66％から 8％になる。なかでも，飼料のう

ち，穀物のとうもろこしは国産が少なく自給率が限りなく 0 に近く，輸入額の 72.7％を米

国に依存している。

 農林水産省はこのような世界の食料需給を踏まえ，国内の農業生産の増大を図ることを

基本とし，これに輸入及び備蓄を適切に組み合わせ，食料の安定供給を図ることが必要とし

ている。  （K.O）

資料；財務省「貿易統計」を基に農林水産省作成 
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ᢛޠ：২෺のهԱʢ�ʣΤϐδΣωςΟοΫɾϓϥΠミϯά　��

　生物は，環境という非定常の複雑系において，定期的ま
たは不定期に，外部から生物・無生物を含む質的および量
的に異なる様々な刺激を受ける。植物は動けないため，そ
れらの変化や刺激に対して適応または緩和する高い能力を
潜在的に有している。「緒」No.8（與語 2022a）では，こ
れらに対する応答としての短期と長期の記憶について，“エ
ピジェネティクス”との関連も含めて紹介した。またそれに
先立って，DNA情報を基にしたセントラルドグマだけでは
表現形質を説明できないこと（與語 2022b），さらにメン
デル性遺伝によらない除草剤抵抗性機構の存在について述
べてきた（與語 2022c）。「緒」No.8の文末に，植物の記
憶に関して，今後種・品種や遺伝の観点から取り上げると
書いたが，今回は，後者の遺伝と関連が深い，近年話題に
なっている“エピジェネティック・プライミング”について
概説する。

��� ΤϐδΣωςΟοΫɾϓϥΠϛϯάʢFQJHFOFUJD�
QSJNJOHʣͱ͸
　聞き慣れない言葉だが，遺伝子（DNA塩基配列）の変化
を伴わないエピジェネティクスと準備や呼び水等を意味す
るプライミングを組み合わせたものである。すなわち，変
化や刺激に対する応答反応を，核等の生体内に“潜在的に蓄
積”，言い換えれば“記憶”するメカニズムである。エピジェ
ネティクスの様式には，DNAメチル化や様々なヒストン修
飾，ノンコーディングRNA，環状DNA等がある。これらの
うち，例えばDNAやヒストンの修飾がゲノム上のどの位置
にどの程度存在するかは，遺伝と環境の両方の因子が相互
作用した結果として生じ，成長の過程で細胞の表現形質，
さらには運命を決定する。それを「エピジェネティック・
ランドスケープ（epigenetic landscape，後生的風景，以
下“EL”とする）」という。このELの違いによって，根，
茎，葉，花等の各部位ではそこに運命づけられた細胞が増
殖する。また，植物は外部刺激を受けると，応答する。そ
の際，セントラルドグマを形成するDNAの塩基配列は変化
しないものの，その情報は体細胞分裂の際，さらには減数
分裂した後でも継承される。すなわち広義で“遺伝”する。

　松永（2020）は，エピジェネティック・プライミング
（以下“EP”とする）の概念を導入することによって，セン
トラルドグマを基幹とした従来の研究手法や考え方に大き
な変化がみられたとしている。つまり，従来の研究では，
外部環境からの刺激等による表現形質の変化は，刺激を受
ける前後のmRNA発現量の増減という遺伝子発現から解析
するのに対して，EPでは，ELの変化を解析する。また，植
物は発芽から開花・結実，さらには老化までの幅広い時間
軸の中で，周辺環境から様々な刺激を受ける。そのため，
動けない植物はそれらに柔軟に適応するための分子メカニ
ズムを細胞内に潜在的に具備している。それがEPである。
松永らはシロイヌナズナの変異体を利用して，このEPが植
物の再生力にも関与することを明らかにしている。

ԱͱΤϐδΣωςΟοΫɾϓϥΠϛϯάه���
　植物が乾燥に晒されると萎れるが，その後の降雨によっ
て回復する。植物はその経験を記憶しており，次に同様の
環境に晒されると，その記憶の助けを借りて適応する。ま
た，乾燥と降雨等による回復を繰り返し経験する中で，適
応力はさらに向上する（Turgut-Kara et  al. 2020）。この記
憶にEPが関与している。
　エピジェネティックによる記憶には，大きく分けて3つあ
る（Gallusci et  al. 2022）。何れの記憶も，外部環境に適応
して表現形質が変化する（図-1）。以下に概説する。
　一つ目は，“細胞記憶”である。植物は，成長の過程で様々
な外部環境から刺激を受けて，大小様々にELを変化させ
る。ELの変化は体細胞分裂においてその記憶を維持する。
　二つ目は“世代を超えた記憶”である。細胞記憶された
EL変化の一部は，次世代に引き継がれる。有性生殖では
種子，栄養繁殖では塊茎等の繁殖器官がその役割を果た

২෺のهԱʢ�ʣ
ΤϐδΣωςΟοΫɾϓϥΠミϯά

ॹʢ͍ͱ͙ͪʣɹ/P��

ެӹஂࡒ๏ਓ೔ຊ২෺ௐઅڠڀݚࡎձ
ٕज़ސ໰
ᢛޠ　༃༸

図 -1২෺ʹ͓͚ΔエϐδΣωςΟοΫهԱ
ʢ(BMMVTDJ�FU�BM ��2022 の�図 1Λ࿨༁ͯ͠վมʣ

図-1．植物におけるエピジェネティック記憶
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す。栄養繁殖はクローンの増殖なので，有性生殖にൺべ
て，ELの変化，ผの言葉ではゲノムインプϦンティング
（genomic imprinting，ゲノム࡮りࠐみ）を֬実かつޮ཰
的にߦうことができる。
つ目は“年を超えた記憶”である。ଟ年生植物においてࡾ　
は，細胞記憶したELの一部を複数年にわたって記憶する。
　そのଞにも，細胞記憶が成長ஈ֊や周辺環境の変化に応
じて，異なる表現形質として発現することがある。このこ
とをエピジェネティック・ドϦϑト（epigenetic driGt）と
いう。ヒトの話だが，例えば一ཛ性૒生ࣇが異なる環境で
生׆すると，有ޮ׼થ数やֺの形ଶ等に違いが生じること
が報ࠂされている。

草に͓͚るΤϐδΣωςΟοΫɾϓϥΠϛϯάࡶ���
　ノϋラΨラシ（ S inap is  arvens is ）は，ΞϒラナՊ雑草であ
り，世ք各஍に分෍する。ここで取り上げるストϨスは，
除草剤ではないものの，Ϟンシロチϣ΢（Pieris  rap ae）の༮
஬に৯֐されたとき，この植物はどのように応答するだΖ
う（4obral et  al. 2021）。
　ノϋラΨラシは，֐஬に৯֐されると，形ଶ的にはໟ状
ಥىのີ度が高まり，内生的にはグルコシノϨートが増Ճ
する。ໟ状ಥىは༮஬の৯ߦ動を物ཧ的に཈੍し，グルコ
シノϨートの代ँ࢈物であるイιチΦシΞネートは৯֐に
対するسආޮ果をࣔす。
　これら形ଶおよび内生の変化は༮植物で大きい（図-2の
同世代の༠導能）。いったΜ৯֐を受けた植物（฼ܕ，
'1）の子ଙ（'2）は，৯֐を受ける前から๷Ӵ反応が高ま
る（図-2の世代を超えた༠導）。
　さらに'1と'2における৯֐の有無の組み合わせ（図-2の
世代を超えた準備（プライミング））では，ໟ状ಥىの数
は༮植物の৔合，'1で৯֐を受けていない৔合は大きく増

Ճするが，'1で৯֐を受けていると'2のໟ状ಥىの数が
々ଟいので，増Ճ཰は高くない。一方，成植物では'1にݩ
おける৯֐の有無にかかわらͣ，'2において৯֐を受ける
とໟ状ಥىの数はある程度増Ճする。次に，内生変化であ
るグルコシノϨートについては，༮植物も成植物も，'1に
おける৯֐の有無が含有量のओཁ因になる。
　これらの結果から，਌世代における経験は，その世代に
おけるストϨス応答だけでなく，そのストϨス経験を子ଙ
に伝え，ಛにその応答は༮植物で明֬であることがࣔされ
た。何れにせよ，これらのストϨス応答に対して，EPが何
らかの関与をしていることは明らかである。

　これまで「緒」において，“手ଓき記憶”，“短期・長期記
憶”，“ストϨス記憶”等について言ٴしてきた。植物の記憶
に関する研究をௐべると，植物が複雑な環境変化に対して，
。な応答メカニズムを具備していることがわかるົ޼めてۃ
そのメカニズムは，メンデル性遺伝としてゲノム内遺伝子の
DNA配列に記憶させたものが根幹にあり，ප֐஬や環境変
動等，Өڹの時期や大きさが༧ଌできないストϨス等に適応
できるためにエピジェネティックな応答が存在するのであΖ
うか。また，この二つのメカニズムは互いにどのように連関
しているのであΖうか。そのあたりを၆ᛌしながら，植物の
記憶についてもうগし情報をूめてみたい。
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す。栄養繁殖はクローンの増殖なので，有性生殖にൺべ
て，ELの変化，ผの言葉ではゲノムインプϦンティング
（genomic imprinting，ゲノム࡮りࠐみ）を֬実かつޮ཰
的にߦうことができる。
つ目は“年を超えた記憶”である。ଟ年生植物においてࡾ　
は，細胞記憶したELの一部を複数年にわたって記憶する。
　そのଞにも，細胞記憶が成長ஈ֊や周辺環境の変化に応
じて，異なる表現形質として発現することがある。このこ
とをエピジェネティック・ドϦϑト（epigenetic driGt）と
いう。ヒトの話だが，例えば一ཛ性૒生ࣇが異なる環境で
生׆すると，有ޮ׼થ数やֺの形ଶ等に違いが生じること
が報ࠂされている。

草に͓͚るΤϐδΣωςΟοΫɾϓϥΠϛϯάࡶ���
　ノϋラΨラシ（ S inap is  arvens is ）は，ΞϒラナՊ雑草であ
り，世ք各஍に分෍する。ここで取り上げるストϨスは，
除草剤ではないものの，Ϟンシロチϣ΢（Pieris  rap ae）の༮
஬に৯֐されたとき，この植物はどのように応答するだΖ
う（4obral et  al. 2021）。
　ノϋラΨラシは，֐஬に৯֐されると，形ଶ的にはໟ状
ಥىのີ度が高まり，内生的にはグルコシノϨートが増Ճ
する。ໟ状ಥىは༮஬の৯ߦ動を物ཧ的に཈੍し，グルコ
シノϨートの代ँ࢈物であるイιチΦシΞネートは৯֐に
対するسආޮ果をࣔす。
　これら形ଶおよび内生の変化は༮植物で大きい（図-2の
同世代の༠導能）。いったΜ৯֐を受けた植物（฼ܕ，
'1）の子ଙ（'2）は，৯֐を受ける前から๷Ӵ反応が高ま
る（図-2の世代を超えた༠導）。
　さらに'1と'2における৯֐の有無の組み合わせ（図-2の
世代を超えた準備（プライミング））では，ໟ状ಥىの数
は༮植物の৔合，'1で৯֐を受けていない৔合は大きく増

Ճするが，'1で৯֐を受けていると'2のໟ状ಥىの数が
々ଟいので，増Ճ཰は高くない。一方，成植物では'1にݩ
おける৯֐の有無にかかわらͣ，'2において৯֐を受ける
とໟ状ಥىの数はある程度増Ճする。次に，内生変化であ
るグルコシノϨートについては，༮植物も成植物も，'1に
おける৯֐の有無が含有量のओཁ因になる。
　これらの結果から，਌世代における経験は，その世代に
おけるストϨス応答だけでなく，そのストϨス経験を子ଙ
に伝え，ಛにその応答は༮植物で明֬であることがࣔされ
た。何れにせよ，これらのストϨス応答に対して，EPが何
らかの関与をしていることは明らかである。

　これまで「緒」において，“手ଓき記憶”，“短期・長期記
憶”，“ストϨス記憶”等について言ٴしてきた。植物の記憶
に関する研究をௐべると，植物が複雑な環境変化に対して，
。な応答メカニズムを具備していることがわかるົ޼めてۃ
そのメカニズムは，メンデル性遺伝としてゲノム内遺伝子の
DNA配列に記憶させたものが根幹にあり，ප֐஬や環境変
動等，Өڹの時期や大きさが༧ଌできないストϨス等に適応
できるためにエピジェネティックな応答が存在するのであΖ
うか。また，この二つのメカニズムは互いにどのように連関
しているのであΖうか。そのあたりを၆ᛌしながら，植物の
記憶についてもうগし情報をूめてみたい。
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2021年度冬作関係除草剤･生育調節剤試験 判定

A.除草剤 (1)小麦

対象雑草 処理法 処理時期
使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

一年生雑草  250～500mL

散布水量50～

100L

東北以南

多年生イネ

科雑草

 500～750mL

散布水量50～

100L

北海道

一年生雑草 播種後出芽

前,雑草生育

期(草丈30cm

以下)

 250～500mL

散布水量25～

100L

東北以南 ･散布水量25～

50L/10aの場合は専

用ノズルを使用する。

2.ANK-553(改) 乳

ペンディメタリン:30.0%

[BASFジャパン]

実･継 一年生雑草 土壌処理

(全面)

小麦生育期,

雑草発生前

300～500mL

散布水量70～

100L

全土壌(砂

土を除く)

全域 ･キク科,ツユクサを除

く。

･小麦生育期処理は,

播種後の土壌処理剤

との体系で使用する。

･小麦生育期,雑草発

生前での一年生イネ

科雑草に対する効

果･薬害の年次変動

の確認(東北以南)

3.BAH-1517 乳

シンメチリン:75.0%

[BASFジャパン]

継 ･効果･薬害の確認

A.除草剤 (2)大麦

耕起7日以前,

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

250～500mL

散布水量50～

100L

全域

播種後出芽

前,雑草生育

期(草丈10cm

以下)

250～500mL

散布水量25～

100L

東北以南 ･散布水量25～

50L/10aの場合は専

用ノズルを使用する。

2.ANK-553(改) 乳

ペンディメタリン:30.0%

[BASFジャパン]

実 一年生雑草 土壌処理

(全面)

大麦生育期,

雑草発生前

300～500mL

散布水量70～

100L

全土壌(砂

土を除く)

東北以南 ･キク科,ツユクサを除

く。

･大麦生育期処理は,

播種後の土壌処理剤

との体系で使用する。

3.BAH-1517 乳

シンメチリン:75.0%

[BASFジャパン]

― (作用性)

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用基準

継続の内容

1.AK-01 液

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41%

[TAC普及会]

実 茎葉処理

(全面)

耕起7日以前

雑草生育期

全土壌

1.AK-01 液

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41%

[TAC普及会]

実 一年生雑草 茎葉処理

(全面)

全土壌

２ ０ ２ １ 年 度 冬 作 関 係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

(公財)日本植物調節剤研究協会 技術部

2021 年度冬作関係除草剤・生育調節剤試験

成績検討会は､2022 年 9月 8日(木)に Zoomを

用いた Web 会議において開催された。

この検討会には、試験場関係者 37名、委託

関係者 26 名ほか、計 79 名の参集を得て、除

草剤10薬剤(29点), 生育調節剤1薬剤(3点)

について、試験成績の報告と検討が行われた。

その判定結果および使用基準については、

次の判定表に示す通りである。
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2021 年度冬作関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

A. 除草剤　⑵大麦

����೥౓ౙ作ؔ܎除草ࡎɾੜҭௐઅݧࢼࡎ൑ఆ݁Ռ　��



26�

�

対象雑草 処理法 処理時期
使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用基準

継続の内容

A.除草剤 (4)水\�p

1.NFH-101 液

(=:��S-301)

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:10%

2Ý4-�Aイソプロピルアミン

塩:5%

[ÈÖーÎ®Ó]

継 ･効果,薬害の確認

2.NFH-131 液

(=:��S-1�5)

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41%

[ÈÖーÎ®Ó]

継 ･効果,薬害の確認

A.除草剤 (5)水RTS

一年生雑草 水\��後

雑草生育期

(草丈20cm以

下)

多年生3葉

雑草

水\��後

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

一年生雑草,

多年生雑草

½·Ç

B.生育m_剤 (1)小麦

対象作L

使用WV
処理法 処理時期

使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

2]4成期 150～200mL

散布水量100L

出]前20～10

日(草丈40～

�0cm)

200～300mL

散布水量100L

出]前40～20

日(_v�u

(～^2_出

N期)

150～300mL

散布水量100L

東北以南

･多年生イネ科雑草に

対する効果の確認

2.SBH-207 ̀

(=:NHS-50)

塩bsÇトリ²Ó:50%

[³½･ディー･³½ Ëイ´

ÄÂク]

実･継 土壌処理

(全面)

水\��後

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

20～40 � 全土壌 東北以南

1.�C-401 ̀

(=:NHS-50)

塩bsÇトリ²Ó:50%

[日BµーリÂト]

実･継

従

来

通

り

土壌処理

(全面)

20～40 � 全土壌 東北以南

北海道

･½·Çに対する効果

の確認(生育休止期)

･キシÖ²½ズメノヒ³,

アシµキに対する翌

年の発生低減効果の

確認

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用規準

継続の内容

1.BAW-0�07 液

クロルメコート �5.8%

[BASFジャパン]

実 秋播き小麦

_v�u抑

制による倒

伏軽減

茎葉散布 全土壌

A. 除草剤　ևỈ✄ส㊧

A. 除草剤　ֈỈ⏣␏␁

%. ⏕⫱ㄪ⠇剤　⑴小麦

�

対象雑草 処理法 処理時期
使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用基準

継続の内容

A.除草剤 (4)水\�p

1.NFH-101 液

(=:��S-301)

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:10%

2Ý4-�Aイソプロピルアミン

塩:5%

[ÈÖーÎ®Ó]

継 ･効果,薬害の確認

2.NFH-131 液

(=:��S-1�5)

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41%

[ÈÖーÎ®Ó]

継 ･効果,薬害の確認

A.除草剤 (5)水RTS

一年生雑草 水\��後

雑草生育期

(草丈20cm以

下)

多年生3葉

雑草

水\��後

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

一年生雑草,

多年生雑草

½·Ç

B.生育m_剤 (1)小麦

対象作L

使用WV
処理法 処理時期

使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

2]4成期 150～200mL

散布水量100L

出]前20～10

日(草丈40～

�0cm)

200～300mL

散布水量100L

出]前40～20

日(_v�u

(～^2_出

N期)

150～300mL

散布水量100L

東北以南

･多年生イネ科雑草に

対する効果の確認

2.SBH-207 ̀

(=:NHS-50)

塩bsÇトリ²Ó:50%

[³½･ディー･³½ Ëイ´

ÄÂク]

実･継 土壌処理

(全面)

水\��後

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

20～40 � 全土壌 東北以南

1.�C-401 ̀

(=:NHS-50)

塩bsÇトリ²Ó:50%

[日BµーリÂト]

実･継

従

来

通

り

土壌処理

(全面)

20～40 � 全土壌 東北以南

北海道

･½·Çに対する効果

の確認(生育休止期)

･キシÖ²½ズメノヒ³,

アシµキに対する翌

年の発生低減効果の

確認

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用規準

継続の内容

1.BAW-0�07 液

クロルメコート �5.8%

[BASFジャパン]

実 秋播き小麦

_v�u抑

制による倒

伏軽減

茎葉散布 全土壌

��　২ௐ　Vol.56, No.9ʢ2022ʣ
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対象雑草 処理法 処理時期
使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用基準

継続の内容

A.除草剤 (4)水\�p

1.NFH-101 液

(=:��S-301)

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:10%

2Ý4-�Aイソプロピルアミン

塩:5%

[ÈÖーÎ®Ó]

継 ･効果,薬害の確認

2.NFH-131 液

(=:��S-1�5)

グリホサートイソプロピルア

ミン塩:41%

[ÈÖーÎ®Ó]

継 ･効果,薬害の確認

A.除草剤 (5)水RTS

一年生雑草 水\��後

雑草生育期

(草丈20cm以

下)

多年生3葉

雑草

水\��後

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

一年生雑草,

多年生雑草

½·Ç

B.生育m_剤 (1)小麦

対象作L

使用WV
処理法 処理時期

使用量

(/10a)
適用土壌 適用地域 使用上の注意

2]4成期 150～200mL

散布水量100L

出]前20～10

日(草丈40～

�0cm)

200～300mL

散布水量100L

出]前40～20

日(_v�u

(～^2_出

N期)

150～300mL

散布水量100L

東北以南

･多年生イネ科雑草に

対する効果の確認

2.SBH-207 ̀

(=:NHS-50)

塩bsÇトリ²Ó:50%

[³½･ディー･³½ Ëイ´

ÄÂク]
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(全面)

水\��後

雑草生育期

(草丈30cm以

下)

20～40 � 全土壌 東北以南

1.�C-401 ̀

(=:NHS-50)

塩bsÇトリ²Ó:50%

[日BµーリÂト]

実･継

従

来

通

り

土壌処理

(全面)

20～40 � 全土壌 東北以南

北海道

･½·Çに対する効果

の確認(生育休止期)

･キシÖ²½ズメノヒ³,

アシµキに対する翌

年の発生低減効果の

確認

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
判定

使用規準

継続の内容

1.BAW-0�07 液

クロルメコート �5.8%

[BASFジャパン]

実 秋播き小麦

_v�u抑

制による倒

伏軽減
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対する効果の確認

2.SBH-207 ̀

(=:NHS-50)

塩bsÇトリ²Ó:50%
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の確認(生育休止期)

･キシÖ²½ズメノヒ³,
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年の発生低減効果の

確認

薬剤名

有効成分及び含有率(%)
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連載・雑草のよもやま

森田　弘彦

199� 年୅のલ൒に๺ւಓ͔らؑఆґཔでૹ෇されたࢼྉ
をϋΠίψΧάα（A gros t is  s t olonif era�-�）と͑ߟ，͜れを
水田に発生する΄;͘性のΠωՊଟ年生雑草のͻとつにՃ͑
た。ͦの後，๺ւಓҎೆの֤地͔らも水田雑草としての৘報
がدせられるΑ͏になった（ਤ �1）。຀草やࣳ草の෼໺では
ΫϦーϐϯάɾϕϯトの໊で知られる২෺である。「す͜Ϳ
るଟܕなछでɾ（தུ）ɾ日本のϋΠίψΧάαは࠶検討の要
がある（長田෢ਖ਼ɹ「日本ΠωՊ২෺ਤේ」，19�9）」とされ
る΄Ͳにಉఆにはやっ͔いなछであるが，��11 年のय़に，
つ͘͹の೶ྛஂ地でのあるݧࢼ੒੷検討会で຀草ҭछのઐ໳
Ո͔ら「ࣳ草のΫϦーϐϯάɾϕϯトを特ఆするҨ఻ࢠϚー
Χーをܾめた。」との研究報告をฉいた。会ٞ後に「ϋΠί
ψΧάαは水田に৵ೖして雑草になっています。」と࿩した
と͜Ζ，ͦ のํは「ͦΜなはずはないですΑ。」と͓っしΌっ
たので，ࢼྉを͓ಧ͚する໿ଋをした。後日，ळ田ݝೆ෦の
水田で࠾औしたϋΠίψΧάαをૹ෇したと͜Ζ，「ΫϦー
ϐϯάɾϕϯトのҨ఻ࢠϚーΧーを֬認した。」とのؑఆ݁
Ռを௖いた。水田のதやܣ൞に生ҭするϋΠίψΧάαには
ਤ �1 やਤ �� にࣔした特徴がある。
຀草としては「ΫϦーϐϯά，ϕϯト，άϥッス」や「.BSTI�

CFOU�HSBTT（Ϛーシ，ϕϯト，άϥッス）」の໊でಋೖされ，明
࣏のதࠒには「ɾɾߴさೋई࢛ੇڐにࢸΓՖึঢ়をなしᣜにଟ
અあΓ�અ間にࠜを生͡ึにᢵなし�༿は໘ԑڞにૈໟをඃるɾɾ
ૣय़ٴͻ൩ळのࣂྉにڙすڇ�のӤとして࠷も࣎ཆのޮあΓ�性
ᖗ地に適すɾɾ」のઆ明つ͖でछࢠがൢചされていた（େ
日本೶။ࡾ田ҭछᆘɹ「ഫདྷࡊࠄ要ཡ」，1��6）。ψΧϘଐ

（A gros t is ）২෺のࣝผはࡏݱでも೉しいが，ಋೖの౰ॳもۤ
࿑したΑ͏で，๺ւಓでࡳຈڵ೶Ԃやޒ൪ؗσύートを૑ۀ
したখ઒ೋ࿠ࢯは「຀草のछྨ」のதで，Ϩッυトッϓ（ί
ψΧάα）との関係を「ɾɾ差ҟᚸにඍ細にして༰қに೭を
ეผし೉͖͜とすらあΓɹh Ϩッυトッϓ ሣɦh ΫϦーϐϯά，
ϕϯトάϥッスʱの᮫係の೗ ɾ͖ɾ（「຀草論」，19��）」とし，
さらにಉॻୈ �൛でࣗらの࠿ഓݧࢼのݧܦをަ͑てͦのݪ
因を次の༷に論͡た（「຀草論ɹୈ �൛」，19��ɿਤ ��）。

ɾɾҎ্はॾछのӳถ຀草ॻٴͼ೶ॻにࡌهせるものなるがᣍに

ೋࡾのٙ໰あΓ�ઌͮୈҰは「ΫϦーϐϯά，ϕϯト，άϥッス」

がೋつのላ໊あΓてࣕして͜れがҰつの「シϊχム」（ಉٛޠ）な

Γと認められ͟る͜とにてɾ（தུ）ɾ�ஶऀはࡳຈ೶Պେላ，๺ւಓ

೶ࢼࣄᱛ৔，Լ័ޚྉ຀৔ٴͼஶऀのመᱛാにबて見るに͜れら֤

छの間にはߞ作্にԙては໪論২෺ላ্の࡯؍にԙてもࠣ少の差を

もᚙ見する͜と能は͟Γ͖�（தུ）֖しϏーϧࢯ等のઆにΑれ͹ੲ

࣌にはถᅳのछබ঎။にԙては「ϕϯト，άϥッス」ྨにሣしては

ଖ໊の೗Կに᮫せずօಉҰछࢠをڅڙせしがނに֤छの७ਮなるछ

�;が͟る΂͔らずとӠڼをಘΜとすれ͹͜れを֬መなる২෺Ԃにࢠ

ࣕしてࢩの೗͖はݱ今もঘ΄ߦはれつʍあるものʍ೗しނ�に本๜

にある「Ϩッυ，トッϓ」ҎԼの数छがएしࢩる঎။のछࢠならΜ

にはͦのࢼᱛにԙてࠣ少の差をも見͟るはೡΖᙛવなΓ

಺でࠃが͓͓もとのஈ֊でոし͚れ͹，日本ࢠೖしたछߪ
のࠞཚは౰વで，19��（明࣏ �1）年に཮܉ៃཧላߍが「生
ెՊྐ৯ៃཧڭఔୈҰร」のෟ࿥༻にฤࢊした「຀草ᅷේ」が，

《第30回》

識別の難題をかかえて水田畦畔から侵入するイネ科多年生雑草，

ハイコヌカグサ

図−1　ʮ⽔ాࡶ草ͱͯ͠のϋΠίψΧグα
"� த෦ɼ2007ݝ൞Ͱのग़ึɾ։Ֆʢळాܣ 年
7݄ʣɼ#ɿ୷⽔౔৕த௚೻⽔ాͰの発⽣ʢʓ಺ɿ
ಉݝೆ෦ɼ200� 年 6݄ʣɼ$ɿ୷⽔౔৕த௚೻
⽔ాͰ৳⻑ͨ͠΄;͘᜖ʢಉݝ๺෦ɼ2020ʣ
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図−2　ϋΠίψΧグαのܗଶ
"� ௖෦͔Βج෦·Ͱ͕ߎࢬ΄΅ಉ⻑の։Ֆதの
ึɼ#ɿ࣮⽣බɼ$ɿೈΒ͔͘ແໟの༿਎ɾ༿ৌ
ͱບ࣭のখઉɼ%ɿ΄΅ಉ⻑のᣅӱͰ 1খՖの
খึɼ&ɿ։Ֆதのখึ
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A

図−3　খ઒ೋ࿠ஶʮ຀草࿦ʯɿ$SFFQJOH�
#FOU�HSBTT�ʢϋΠίψΧグαʣΛʮɾɾʢϨο
υτοϓʣͱ༰қʹ೭Λეผ͠೉͖ɾɾʯ
ͱ࿦ͨ͡ॳ൛ຊ൶ʢ"ɿ1�02ʣɼʮϕϯτɼ
グラοεྨʹሣͯ͠͸ଖ໊の೗Կʹ᮫ͤͣ
օಉҰछࢠΛނ͕ͤ͠څڙʹɾɾʯͱղઆ
ͨ͠ 3൛ຊ൶ʢ#ɿ1�07ʣ͓Αびಉ൛ຊ
Ͱのૠ図ʢ$ʣ
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のίψΧάα（Ϩッυトッϓ）らしい「�9ɿ͜ࡏݱ ͵͔͙さ」
と，ϋΠίψΧάαらしい「��ɿϨッυトッϓ」とをいΘ
͹ೋॏにऩ࿥したのも（ਤ ��），ͦのݦれ͔もしれない。ɹɹ
খ઒ೋ࿠ࢯはまた，「ɾɾᖗ地͔͔Γたる౔地にてଖ჊჋

的ൟໜのためにʰϒϦϡーάϥッスʱʐ༷のൟໜをҝし೭を
ࠜઈせしΉるࣄ೉͖ఔなれͲもɾɾ（「຀草論」，19��）」と
Ԣ੝なൟໜにܯ৊をならした。౦๜େ学でڭฬをࣥられたٱ
಺ਗ਼޹ઌ生はίψΧάαのઆ明のதでؼԽ২෺のϋΠίψΧ
άαについてҎԼのΑ͏にهした（「ᓤԽ২෺」，19��）。

ɾɾ໺֎には૸ᣜをӪ͘ものがある。֖しผ෺ならΜ。ଟ෼� A .  

s t olonif era�-��なるが೗し。ՌしてવΓとすれ͹，今຦にެදされ

た࿨໊はϋΠίψΧάαである（େ井次ࡾ࿠ࢯ২෺ላᯑࢽ ר7-

Q����）。೭を明࣏ ��年に຀໺ઌ生は෢भొށで࠾Γ，λϚΨϫψ

ΧϘと໋໊したඪ本がത෺ؗにଂされてډる。༨もۄ઒ށ᮫ےに

೭をಘた。

は次の༷である（本ࣄهについて，຀໺෋ଠ࿠ത࢜のه্
๜২෺ϊ৽࿨໊ɹ繇ࣰॻ԰২෺ᯑه（ୈे۝）২෺ላ雑ࢽ 9，
1�9�，「২෺෼ྨ研究ɹ্」ॴऩ）。

ʓたまがは͵͔΅（৽᜝）͵͔΅ϊҰछχシテ෢भଟຎ઒Տ൞χ

スࢄϧᣜϊԼ෦ࣼթシՖึૄ࠾ A gros t is ϋ೭ϨΨଐ໊ナϦ

େਖ਼年間には，「͜͵͔͙さʹΫϦーϐϯά，ϕϯト，ά
ϥスɹላ໊ A gros t is  alb a�-�（தུ）๺ւಓにては຀৔地ෟۙ
にはᓤԽൟ生を見る。（ฏࢁৗଠ↻「日本にԙ͚るᓤԽ২෺」，
191�）とのࣄهもあった。
຀草ɾࣳ草やҳग़২෺として明࣏年間தظҎ߱に知られて

͖たが，ນ຤͔ら明࣏ҡ৽௚後の࣌ظにも日本ਓが͜の২෺
に઀したܗ੻がある。അ৔େॿが文Խ年間Ҏ߱のഫདྷ২෺
を࠿ഓして໿ ��� ඼の࠼৭ਤとした「ԕ੢ഫ্ըේ，1���
（҆੓ �ɿ౦ཱࠃژത෺ؗॴଂ）」の 6൪໨にඳ͔れたΠωՊ
২෺に「ѥ࢈ࠃෆ詳ɹܗ知෩草χࣅテقळึϮナシテ஡׊৭
ϊՖϮ։Ϋ」とある。ึのܗはίψΧάαにࣅているが，細

͘長い᜖がඳ͔れている͜と͔ら，あるいはϋΠίψΧάα
͔もしれない。また，৽੓෎のۀקྈがΠギϦスの)FOSZ�
4UFQIFOT のஶॻをԬ田好थのᩄで 1���（明࣏ �）年にץ
には，ୈ「೶ॻࢯࢩ」したߦ ��1 ষҎ߱に౔地のঢ়態とͦ
͜に特༗な২෺ɾ雑草が解આされている。

ɹୈࡾඦҰষɹ২෺χґϦテ౔性ϮႵผスϧίトੂϧ೉シトᦒϞ

২෺ϊ౔地χײጯシࠥಉҰϊ౔Ϟଖگܠχ༝ϦײጯҰナϥαϧϋ

֬੾ٙヒナΩϊࣄመλϦ（後ུ）

ɹୈࡾඦೋষɹߞछシλϧࠄ෺᤟ٴࡊヒࣂ草ϊ間χࡨᯑシテ生ス

ϧϞϊԿ等ϊ২෺Ϟօᯑ草ナϦ

ୈࡾඦे࿡ষɹࠫಿఱવϊ৘態χテ൰௿ϊ地ҐχΞϧϞϊϋଖ২෺�

Ϯ࢈スϧίト࣎५ϊ৥ද౔৥৺౔χΞϧϞϊトಉシଈチࠨϊᯑ草Ϯ生ス

ɹ「ΞϦϡϯυ，ϑϥάシトス」ɹɹɹɹɹʤ᥊ʥ

ɹ「ヂϣϯΩϡス，ίϯάϩϝϥチϡス」ɹʤᅵ಄ᤗ草ʥٛ

「アグロスチス，アルバ」　　　　　　　〔白色屈曲禾〕義
ɹ「ϙΞ，ΞΧチΧ」ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹʤ水生຀Փʥٛ

ɹ「ϙΞ，ϑϧΠλϯス」ɹɹɹɹɹɹɹɹʤՏ生຀Փʥٛ

લهの「ഫདྷࡊࠄ要ཡ」や「຀草論」では「A gros t is  alb a」
の学໊も࢖Θれた͜と，ΞシɾΠάαのྨなͲとڞに生ҭす
る͜と͔ら，�൪໨のʤന৭۶ۂՓʥは$SFFQJOH�CFOU�HSBTT
であった可能性がある。
ۙ年，Ωシϡ΢スζϝϊヒΤ，ΞシΧΩ，ΠϘΫαなͲܣ

൞͔ら΄;͘して水田಺に৵ೖする雑草の੍ޚが՝୊になっ
た。ϋΠίψΧάαについては，আ草ࡎでの੍ޚが͜れらの
雑草छΑΓは༰қなの͔もしれないが，「আ草ࡎでの੍ޚが
༰қ」な͜ともॏ要な৘報である。ۙ͘͝ԑのίψΧάα（A .  
gigant ea�3PUI）も水田のܣ൞ࡍに生ҭで͖るが，΄;͘᜖
を৳͹すのはϋΠίψΧάαなので（ਤ ��），Ҵ作のݱ৔で
Αࣝ͘ผしてͦのಈ態を೺Ѳしてͩ͘さるΑ͏֤ํ໘に͓ئ
いしたい。

A B A B

図−4　཮܉ៃ理ላߍ発ߦのʮ຀草ᅷේʢ1�08ʣʯʹ ΈΔʮϨουτοϓɾ
ίψΧグαɾʢ$SFFQJOH�#FOU�HSBTTʣʯのࠞཚのྫࣄ

"ɿʮ͜͵͔͙͞ʯͱ͢Δ図ɼ#� ίψΧグαのӳ໊ޠʮϨουɼτοϓʯ
ͱ͢Δ図ʢ図தの΄;͘᜖͔Β$SFFQJOH�#FOU�HSBTT ͱ͑ߟΒΕΔʣ
ʢʮՂྑ草ʯɿഅのࣂྉʹ޷దͳ草ʣ

図−5　⽔ాܣ൞͔Βా໘ʹ৳⻑͢ΔϋΠίψΧグαʢ"ɿळాݝ๺෦ɼ
2017 年 6݄ʣͱܣ൞ࡍʹൟໜ͢Δ΋ɼ΄;͘᜖Λܽ͘ίψΧ
グαʢ#ɿؠखݝத෦ɼ2015年 6݄ʣ
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現在のコヌカグサ（レッドトップ）らしい「49：こぬかぐさ」
と，ハイコヌカグサらしい「58：レッドトップ」とをいわ
ば二重に収録したのも（図 -4），その顕れかもしれない。　　

小川二郎氏はまた，「・・濕地かかりたる土地にて其匍匐
的繁茂のために『ブリューグラッス』仝様の繁茂を為し之を
根絶せしむる事難き程なれども・・（「牧草論」，1902）」と
旺盛な繁茂に警鐘をならした。東邦大学で教鞭を執られた久
内清孝先生はコヌカグサの説明の中で帰化植物のハイコヌカ
グサについて以下のように記した（「歸化植物」，1950）。

　  ・・野外には走莖を曳くものがある。蓋し別物ならん。多分 A. 

stolonifera L. なるが如し。果して然りとすれば，今迄に公表され

た和名はハイコヌカグサである（大井次三郎氏植物學雜誌 LV 巻

p.353）。之を明治 25 年に牧野先生は武州登戸で採り，タマガワヌ

カボと命名した標本が博物館に蔵されて居る。余も玉川筋關戸に

之を得た。

上記について，牧野富太郎博士の記事は次の様である（本
邦植物ノ新和名　繇篠書屋植物雜記（第十九）植物學雑誌 9，
1895，「植物分類研究　上」所収）。

　  〇たまがはぬかぼ（新稱）ぬかぼノ一種ニシテ武州多摩川河畔ニ

採ル莖ノ下部斜臥シ花穂疎散ス Agrostis ハ之レガ属名ナリ

大正年間には，「こぬかぐさ＝クリーピング，ベント，グ
ラス　學名 Agrostis alba L.（中略）北海道にては牧場地附近
には歸化繁生を見る。（平山常太郞「日本に於ける歸化植物」，
1918）との記事もあった。

牧草・芝草や逸出植物として明治年間中期以降に知られて
きたが，幕末から明治維新直後の時期にも日本人がこの植物
に接した形跡がある。馬場大助が文化年間以降の舶来植物
を栽培して約 350 品の彩色図とした「遠西舶上画譜，1855

（安政 2：東京国立博物館所蔵）」の 6 番目に描かれたイネ科
植物に「亜国産不詳　形知風草ニ似テ季秋穂ヲナシテ茶褐色
ノ花ヲ開ク」とある。穂の形はコヌカグサに似ているが，細

く長い稈が描かれていることから，あるいはハイコヌカグサ
かもしれない。また，新政府の勧業寮がイギリスの Henry 
Stephens の著書を岡田好樹の譯で 1875（明治 8）年に刊
行した「斯氏農書」には，第 301 章以降に土地の状態とそ
こに特有な植物・雑草が解説されている。

　  　第三百一章　植物ニ依リテ土性ヲ辨別スルコト頗ル難シト雖モ

植物ノ土地ニ感應シ叉同一ノ土モ其景況ニ由リ感應一ナラサルハ

確切疑ヒナキノ事實タリ（後略）

　 　第三百二章　耕種シタル穀物蔬菜及ヒ飼草ノ間ニ錯雜シテ生ス

ルモノ何等ノ植物モ皆雜草ナリ

  　  第三百十六章　沙灘天然ノ情態ニテ卑低ノ地位ニアルモノハ其植物 

ヲ産スルコト滋潤ノ埴表土埴心土ニアルモノト同シ即チ左ノ雜草ヲ生ス

　「アリュンド，フラグシトス」　　　　　〔蘆〕

　「ヂョンキュス，コングロメラチュス」　〔圓頭蓆草〕義

　「アグロスチス，アルバ」　　　　　　　〔白色屈曲禾〕義
　「ポア，アカチカ」　　　　　　　　　　〔水生牧禾〕義

　「ポア，フルイタンス」　　　　　　　　〔河生牧禾〕義

前記の「舶来穀菜要覧」や「牧草論」では「Agrostis alba」
の学名も使われたこと，アシ・イグサの類などと共に生育す
ることから，3 番目の〔白色屈曲禾〕は Creeping bent grass
であった可能性がある。

近年，キシュウスズメノヒエ，アシカキ，イボクサなど畦
畔からほふくして水田内に侵入する雑草の制御が課題になっ
た。ハイコヌカグサについては，除草剤での制御がこれらの
雑草種よりは容易なのかもしれないが，「除草剤での制御が
容易」なことも重要な情報である。ごく近縁のコヌカグサ（A. 
gigantea Roth）も水田の畦畔際に生育できるが，ほふく稈
を伸ばすのはハイコヌカグサなので（図 -5），稲作の現場で
よく識別してその動態を把握してくださるよう各方面にお願
いしたい。

A B A B

図−4　 陸軍經理學校発行の「牧草圖譜（1908）」にみる「レッドトップ・
コヌカグサ・（Creeping Bent grass）」の混乱の事例

A：「こぬかぐさ」とする図，B: コヌカグサの英語名「レッド，トップ」
とする図（図中のほふく稈から Creeping Bent grass と考えられる）

（「佳良草」：馬の飼料に好適な草）

図−5　 水田畦畔から田面に伸長するハイコヌカグサ（A：秋田県北部，
2017 年 6 月）と畦畔際に繁茂するも，ほふく稈を欠くコヌカ
グサ（B：岩手県中部，2015 年 6 月）
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■協会だより
■■試験成績検討会
●2022年度リンゴ・落葉果樹関係除草剤・生育調節剤試験
　成績検討会（Web会議）
　日時：2023年1月30日（月） 10:00～17:00 

■研究会等
●日本農薬学会第48回大会
　日時：  2023年3月8日（水）
  　総会・授賞式，受賞講演・特別講演など
 　　　3月9日（木）～10日（金）
  　ランチョンセミナー，一般講演，シンポジウム
　会場：東京農業大学世田谷キャンパス
  （東京都世田谷区桜丘1-1-1）
　申込み：大会ホームページ上で受付中
　講演申込：2022年12月1日～2023年1月13日
　参加登録及び参加費振込：2022年12月1日～大会当日
　（ただし，参加費の事前割引は2月1日まで）
　問合せ先：日本農薬学会 第48回大会 組織委員会
　E-mail: sue@nodai.ac.jp　TEL: 03-5477-2323

●日本雑草学会第62回大会
　日時：2023年3月24日（金）代議員総会，若手の会
  3月25日（土）一般公演・ポスター発表，ミニシンポ， 
  　会員総会，学会賞受賞講演
  3月26日（日）一般公演・ポスター発表，ミニシンポ
　会場：龍谷大学瀬田キャンパス8号館（滋賀県大津市瀬田 
  大江町横谷1番5）
　　　　　注）若手の会は別会場にて計画中
　詳細は日本雑草学会ウェブサイト（https://wssj.jp/）に
て確認ください
　申込み：大会ホームページ上の参加・演題登録システムにて 
   申込みのこと
　問合せ先：日本雑草学会第 62 回大会運営委員会
　E-mail: conf2023@wssj.jp

●日本作物学会第255回大会
　日時：2023年3月29日（水）一般講演，ポスターセッ 
  　ション，総会，授賞式，特別シンポジウム，懇親会
  3月30日（木）一般講演，ポスターセッション， 
  　ミニシンポジウム，小集会
　会場：東京農工大学農学部（府中キャンパス）（東京都 
  府中市幸町3-5-8）
　申込み：参加・一般講演ともに講演会登録サイトで1月4日 
   から受付開始
　問合せ先：日本作物学会第255回講演会運営委員会
　E-mail: cssj255@gmail.com　TEL: 042-367-5671

広　 　　　場
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